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卒業生を送るにあた って

この 春め でた く医学1:・,,十 の学位 を取得 さ

れる医学科第=十 八期生 九十 九名、看護学 科第 七期

生六十六名の皆 さん に心 か らお祝い巾 し上げ ます。

医学 科では六年、 看護学科では1'W年の問、学業 や

課外活動に励 み、 知識、技術、倫理 観それに 人間関

係の 大切 さな とを充分に学はれ る と共に 多 くの思い

出も作 られた ことと思い ます、,

これか らは 今までに得 られたあ らゆ る事柄 を活 川

して、社会に貞献 され ることを期待 しています。

さて、最近は素晴 らしい医学 の進 歩に よって、様

々な高度先進医療 が開発 され、 人々に大 きな 希望を

もた らし、llllの中か ら医療 に対 し人きな期 待が寄 せ

ド,才1『(㌧・ま一4-。

LかL他 ノ」では 不 幸な医療 事故や医療紛 争等 が問

題にな り、医療 界が厳 しい 目で 見られる ことも多々

あ り、主一ナ、,ノきれレ♪え、 、二び)昏力・ら村.二会{こ出,(、 医撹陵

の第 ・線で 業務に携わる ことになる皆様 方は医療 人

とLて の 基本rl勺な職 業倫理 を壬寺・、て臨 まねば な りま

せん。

日本医師会か ら医師 の職 業倫理指釧 が捉唱 されて

い よす、,その最 初に医師の 基 木的 改務 とLて 三項[

が 挙げ られてい ます、,これは 当然医師 を対 象に書 か

れてい よすが、私は石護師 を含めて医療 人すべて に

該 当する責務だ と考 えますの で、 ここでは医帥 を医

療 人、と11r{rlll.・一き換 え、そグ)内容 を掻 い摘んで紹 介Lた い

と思い ますn

第一点 は医学知識や技 術の習 得 と生涯教育につい

てであ ります,,

専閂職 としての能 、り、すなわ ち確かな知識 と技 術

は、医療 人に とって当然備 えるべ き条件であ ります。

そのために も、医療 人は生涯にわた り常 に学 習に励

ゑ、学 術的 知識 と技術 とを習得す る義務があ ります、,

第二点 と/一ては研究心 と研究への関与 が挙け られ

旭川医科大学長 八 竹
亀
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てい 、支すu

医療 人は、 その従 事す る職種 にかかわ らず、常 に

医療の進歩 と発展のために 貞献 すべ きであ ります。

`;
.療の 向上のためには、個 々の患 者に対す る診療 の

みな らず、診療の基礎 とな る研究の 向Lを 図 ること

も重要 です、,

第 一こ点 として品性 の陶冶 と保持 について記載 され

ています。

すなわち医療 人は、 日頃 か ら多くの 人 と交わ り、

さまざまな学 識や経験 を生 か した 多lrli的な ものの 見

ノJがで きるように 見識 を培 い、 また、医療 人として

のmfr:に ふ さわ しい品性の陶冶に努めなければな り

ません。 さらに医療 人としての 名誉を 重ん じ、患 若

や 社会の 信頼 に応 え るよ う努め なけ れはな り1招t

ん。 この 名誉や信頼 は、医療の知識や技術だけでな

く、誠実、 礼節 、i性 、清潔、謙虚、良いマナーな

ど(ノ)いくつかの美徳 に一芝え られ培われる も(ノ)で6iろる

と述べ られてい ます。

私は この第,,点]に あ る品{ゾ1の陶冶 と保才芋につい

ては特 に 人切な ことと考え ます、,とうそ皆様の心に

この ことを深 く柵め て、 これか らの医療 を担 ・・てい

ただ きたい と思 い ます。

しか しこの 春か らの現実の医療現場 では戸惑 い と

ともに辛 い ことや 苦Lい こ ともちい と思い ます.そ

の ような時 にはあなた 方が この 左学 に 入学 した'1脅時

に持 っていた 「病入 て呂しhで い るノ∫の役に{,た

いか ら医療職 を 目指 した1と い う初心 を思 い川し、

病 んでいる人の 為に医療 に精進iて くだ さるこ とを

切に二願 つてい ます。

それでは学位 を取得 された皆 さパの 今後 ます ます

のご健康 とこ発展 を心か ら祈念Lて`f _を」差iる口昌

葉 といたし 室す、,



医学科第28期 生を送る

この度、卒業を迎えられる28期生に心 よりお祝い

を申し上げます。つらくも楽しい学生生活が終 り、

人生の半ばが過ぎた とがっくりしておられる方 もあ

るかも知れませんが、まさにスター トです。

私は臨床医の立場からしか話ができませんが、臨

床医 としての歩みを振 り返ってみますと、卒業して

から30才までが広 く臨床を研修する時期、30～40才

は専門領域を目指 して修練し、まさに臨床医 として

の技量を高める時期、40才 から50才にかけては臨床

医としての名を世の中に広め、50才 以降は後進の育

成に軸足が移される時期であるように思われます。

少な くとも諸君の目前に迫った研修医からの10年間

は手抜きをせずじっくりと確実に研鐙を積む時期で

す。知 らないことはやり過ごさず、知 ったかぶりな

ど禁物で、どん欲に知識や技量を吸収する姿勢が必

須です。常に患者の訴えに耳を傾け、体に触れ、治

療方針を立てる。我々外科医にとっては手術技量を

磨 くことは永久に続 きますが、その中でも30才代は

ひときわ積極的かつ闊達で、どん欲な修練姿勢が求

められます。厳しい修練を終えた後の40才代は外科

医として心技体共に最 も充実し、臨床経験に根ざし

た新 しい術式や治療法の開発の挑戦が始まる時期で

す。研究にも熱心であり、机 トの空論でな く経験か

ら導 き出された本当に必要な研究プロジェク トが生

まれます。

病人に休みがない以上、昼夜を分かたず患者にへ

ばりついてはじめから終 りまで診とどけることは臨

床医としての質を高める重要な姿勢です。 自分が病

気をした とき、どのような医者に診てもらいたいか

を考えれば自明で、そのような医者の存在を頼 もし

く思います。医療訴訟が多くなっていますが、それ

に巻 き込まれるのはある程度避けられないところが

あります。アメリカでは訴訟の対策に毎年医師が支

医学科第6学年担当 笹 嶋 唯 博

払う保険料が年収の10%、 科によっては1000万 円を

超えています。訴訟という不快な経験をしないため

には患者や家族に医師としての信頼を得ることが何

よりも重要であ り、それには昼夜を分かたず患者を

誠心誠意診ることです。

多くの患者を診て経験を積むことは、受験勉強の

ように容易には とりもどせない確実な差 を生みま

す。一つの疾患であっても病態は多様です。いろい

ろな手術で、特異的な合併症の発生率は多 くても5

%以 下ですが、一つの疾患で10例 しか経験のない医

者 と1000例の経験を有する医者 と比較するとき、10

例では特殊な病態をほ とんど経験で きませんが、

1000例では発生率0.1%の 合併症が経験され得ます。

医者にとって臨床経験のこれほどの差は、野球でい

うと草野球 とプロ野球 との差に匹敵 します。患者は

皆、プロフェッショナルに診てもらいたいと思って

います。大都市ではいずれの病院も患者獲得を目指

して患者本位の姿勢を理念の トップに据え、いろい

ろな患者サービスが企画、実践され、病院の良否の

日安のごとく競われています。 この根底には我が国

の場合、病院過剰、医師過剰があることが問題です

が、患者に とって悪いことではあ りません。 しかし

患者が求める本質は自分の病気を治して くれること

であ り、プロフェッシ ョナルの医者に診てもらいた

いという願望は占今東西変わりありません。病院を

いかに新しくしようと、受付が親切であろうとなか

ろうと、"患 者様"と 呼び変えても、その ような些

末なことで患者の医療に対する本質的要求懐柔でき

るわけはあ りません。患者のこの期待に応えられる

医者になるのに楽な方法などあ りません。繰 り返し

ますが、労を惜 しまず患 者に接 し、患者の求める
"いい医者"に なることを期待 してやみません

。

(外科学第 一講座 教授)
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,離 第7期 生を送るにあたって

看護学科第7期 生の皆 さん、 ご卒業おめで とうご

ざいます。学年担 当教官 として、心か らお祝い申 し

上 げます。4年 間の長 きにわた って学業や課外活動

に励 み、多 くの経験 を積 まれ、無事学位記(看 護学)

を手 に した今、感慨無量であ る と同時に将 来への期

待 と不安 にさいなまれて いるのではないか と思いま

す。

近年 の飛躍的、加速的 な医療の進歩や社会変化 は、

看 護学 の 人材 育成 にお いて も、 人 々の健康 生活 の

ニー ズや社 会的ニー ズの変化 に着実に対応で きるこ

とを求めています。 それ は、患 者の権利意識の向 ト

や、 よ り安 全で質の高 い看護の提供、 グローバル化

時代 におけ る国際性 を持 った質の確保 を求め る声に

応 えることを意味 して います。社会が求め る皆 さん

への期待は大 きいのです が、大学での学びを糧に、

今後看護師,保 健師 として、大 きく羽ばたいていか

れるこ とを願 っています。

皆 さんが医療の現場で遭遇す るであ ろう様 々な困

難に果敢に立 ち向かって いかれ るため に3つ の こ と

を伝 えてお きたい と思 い ます。
一 つは

、以 ドの ことに気 をつけなが ら、「学ぶ心」

を持 ちつづけてほ しい とい うこ とです。

1)情 報 におぼれ るのではな く,ま ず 自分の頭で

考える こと。

2)知 識 は単に得ればいい とい うものでは な く、

知識を積み重ねて理解 してい く中で、知識 を知恵 に

昇華 させるこ と。

3)「 わ かる こと」 と1わ か らない こ と」をは っ

き りさせ、「わか ったつ も り1に しない こと。

4)物 事 を多面 的に とらえる こと。 人の意 見を簡

単 に受 け入れて しまわずに、批判的 に とらえ直す こ

と。 また 自分 とのかかわ りの巾で、それが どのよう

な意味 をもつかを考え ること。

二 つめは、思いや りのあ るケアを行 な うために、

自分 たちの 内面に生 じる感情 を十分 に理 解 し、 自己

感情の コン トロールを心がけてほ しい とい うことで

す。 ケアす る側の心身が疲労 してい ると、 自分の身

体や心 に注意が集中 し、他人の心まで配慮 す る余裕

がな くなるため、相手の心に共感す ることがで きな

くなるか らです。 ケアの負担が高 ま り、ケア場 面を

否定 的感情 が支配す る と、ケアは ス トレスとな って

い きます。 この ス トレ ッサーに対 して身体や心は反

応 し、防衛本能 を働 かせて均衡を保 とう とします。

ところが一定 の均衡 が維持で きな くな る と、 さまざ

まな ス トレス反応 が生 じてきます。ケアに携 わ る人

看護学科第4学 年担当 新 開 淑 子

たちは、 自分 自身 の状態 をモニ ターす ること、 つま

り感情の状態 、物事 の とらえ方、生活パ ターン、対

人関係 などを 白己チ ェック し、 ス トレスを管理 する

こ とが 人切です。また、否定的感情への対処 として、

自分が体験 している感情 を認識 し、 どんな場面 で ど

んな感情 を体験 しやすいかを理解 し、 また 自分は ど

の ような否定的感情 に弱いかを理解す ることで、 ケ

アによって生 じる否定的感情の コソ トロールを試み

て くだ さい。

三つめは、 ケア とい う行為 を通 して、 白分 自身 を

磨 き、 人格の健全な成長につなげ ていってほ しい と

い うこ とです。ケアが 人格 に もた らす影響 として、

心理学 者Allport,GWら は次の6つ を指摘 していま

す。1)自 己感覚 の拡大:ケ アを受 け る人の世 界

(彼 らの苦悩やや さしさな ど)を 知 るこ とや、疾患

やケアに関す る知識 を学 ぶ ことで 自己感覚が拡人す

る。2)情 緒的 つなが りの深化:ケ アの現場は相手

の 言葉 や感情 によって、気 持ち よくなった り不快 な

気持 ちになった りす る。3)感 情 の受容 とコン トロー

ル カの向上:ケ アす る人は さまざまな否定的感情 と

の闘いを強 い られ、わ きあが る感情 を心 に納めケア

を遂行 していかねば な らない。4)現 実検討能力の

向上:ケ アには、 ケア を受け る人に関す る知識、ケ

アの方法や技能 に関す る知識、ケアを受 ける人の反

応への応答な ど、さまざまな知識 や技能、忍耐が必

要にな るが、それ らを取 り入れてい くことで、 ケア

をす る人 自身 の現実検討能力の向上 につながる。5)

自己把 握能 力の向1::ケ ア をす るときには、 自分 自

身の態 度や言動 に注意 を払わなければな らない。な

ぜな ら、 自分の些細 な言動が相手の心を傷 つけて し

まうことがあるか らである。6)人 生哲学 の獲得:

前記1)～5)の 過程 で、 これ らの活動 を統 合する

ための理念や 日標 が必要 とな り、それ らがその 人個

人の人生哲学 となる。

最後に、近年看護学 も専 門分野化 してお り、 あな

た がた もいつ しか 自分 の進 む道 を選択 していかなけ

ればな りません。学 問における専門性 とは、視野 が

狭 くな るのではな く、本来専門性 が高 くな るほ ど裾

野 が広が り、頂上か らは遠 くを見 とおす こ とがで き

る ような視野が広が った ものでなければな らない と

思 います。第7期 生の皆さん、 どうか専門家である

と同時 に、問題 に対 して具体的 に良識あ る判断が く

だせる一般的な知恵を持 った医療人 に成長 され るこ

とを期待 してお ります。

(看護学講座 教授)
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感 謝

医学科第28期卒業生 大久保 祐 樹

◎
諺

卒業 にあ た り、お世話 に なった

皆様 に心 か ら御 礼 中 し上 げ ます。

また 、順 境 とはい えなか った 自分

を支 えて くれた仲 間達、 母、祖 母

に も深 く感謝 してい ます。6年 間

あ りが とうございま した。

6年 前 、少 しの緊張 と体 中い っ

ぱいの期待で旭川にや って きま した。何 もか もが新

鮮だ った一年生の頃です。 二年生 にな る と部活に夢

中 にな り、ア ルバ イ トも増 やさなければな らな くな

り、勉強はついてい くのがや っ とで した。そんな巾、

解剖学実習がや って きま した。厳粛な雰囲気、初め

て 目の当た りにした御遺体、 あの薬品の においは忘

れ られません。献体 して くださった方々、 ご遺族の

方 々への感謝 も決 して忘 れてはな らない ものです。

「 ・四年生では臨床 医学 の講義 が始 ま りま した。

医学の奥深 さに圧倒 されなが らも、学ぶ喜びでい っ

ぱ いで した。 もっ とも、試験 の前はいつ も、い っぱ

いいっぱ いになってい ましたけれ ど。この頃、チ ュー

ター を務 め て くだ さった一・人の教 官 に 出会い ま し

た。非常 に厳 しい方でチ ュー トリアルの曜 日はいつ

も暗 い気持 ちになるほどで した。後 には実習で心電

図の読 み方 も教 わ りま した。厳 しい指導の背景には

「今後医帥 として担 わなければな らない責任の重 さ」

があ ったので しょう。 自分の 甘さを痛感 し、医学 ・

医療 を学 ぶ気持 ちをあ らた にしました。 この ような

機 会を 与えて くださった、今は天国 にい らっしゃる

先生 に感謝 して います。

五 ・六年生で は病院実習で 多 くの方 にお世 話にな

りま した。涙 を浮 かべ なが ら仰 ったあ る患者様 の言

葉 を忘 れ られませ ん。非常 に予後の悪い癌であ ると

診断が ついた方で した。 「自分達 が頼 れ るの はあな

た達 しかいない。 どうか一生懸 命頑張 って良いお医

者 さんになってね。一」

ア リス トテレスは、す ぐに古びて しまうものは何

か と問 われて 「感謝だ」 と答 えたそ うです。 自分は

そ うはあ りた くない。感謝 の気持 ちを忘 れず、 良医

とは何 か、常 に考 え、行動 してい きたい と思 います。

一「

卒業にあたって

医学科第28期卒業生 矢 野 絢 子

先日ようや く国家試験を終えて、

今ほっとした気持ちでいっぱいで

す。6年 間の人学生活を振 り返っ

てみるとものすご く早かった感が

あります。勉強にしろ部活にしろ、

その間にた くさんの思い出があ り、

私を大 きく変えて くれた仲問を持

つことができました。 この大学に入学するまで、本

当に医師になるということが不可能に近かった私

が、その切符を手にすることがで き、半信半疑で入

学式に出席したことが昨 日のことのようです。

今思い出すと、大学生活では勉強 というよりは部

活や友人との付き合いの思い出のほうが強 く残って

いることに気づきます。部活で一緒に トレーニング

をした仲間や飲み仲間、ポ リクリを ・緒に回った仲

間や国家試験を一緒に乗 り越えてきた仲間。そんな

様 々な人たちとの出会い、そのつなが りをこれから

5

も大切にしていきたいと思っています。

私には妹がいます。命に関わる程重いものではな

いのですが、小さい頃からある疾患を持ち、今も治

ってはいません。見た 目にもわかるので、小さい頃

から本 人は精神的にも非常に苫労していました。そ

れをただ見ていることしかできなかった私は何かの

可能性を考えて将来医師になれたらと考えました。

これからどうなるかは分からないけれど、そういっ

たことに携わっていけたらと考えています。

これから本当のスター トを切るわけですが、今マ

スコ ミで騒がれているようにこれから待っている多

くの責任に不安はあ ります。特に医師という仕事は

今誰であっても責任を負う可能性のある仕事です。

しかし、医療に携わる者の ・人としての責任を感 じ

ながら、人に優しい医療人を目指 していきたい と考

えています。最後にな りましたが、私をこんな遠 く

まで大学に出していただいた両親をはじめ、ポ リク

リ中や授業でお世話になった先生方、悩んでいた時

そばで支えて くれた友人達に感謝 しています。6年

間本当にあ りがとうございました。



し て 本 当 は 自 分 か 助 け な け れ は な ら な い 立 場 で あ'・

た の に 、 実 は い つ も 後 輩 達 に 助 け ら れ て き た の だ っ
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教 え て くれ た の は 基礎 医 学 の 先 生 ノ∫だ っ た 。 研 究 室
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嗣
卒業にあ

医学科第28期卒業生 墓地本 宙 己

、 、 甲 い も の で 、 旭 川 医 人 に 入 学1一

て カ・ら6年 が 経 と う とLて い る 。

1入 学Lた と き の こ と が ま る で 昨 日

瀞,び)こ とV)よ う1こ感Lら れ 、 卒 業 び)

噸亀 時 が 迫 っ て い る(ノ)が 信 じ ら れ な い

{桿 で あ る 。 そ れ て も 、 思 い 起 こ し

ぜ砺 瀞 て凋1ぱ6馴IJで 梢 に 多くの体

験 をLて き た.講 義 か ら も 多 く を

学ん だ が 、 部 活¥'外 活 動 、 臨}ポ 実 習 を 通 し た 沢 山

ソ)人 々1[二び)i∫ こ、・カ・、 カ・`,'カ～え び)無L・ も び)オ三・,オニと

い う こ と を あ ら た ・め て 強 く感L.て い る 、,

:財 二新 人 牛 だ っ た 頃 、 大 学 生 活 の でロ ハ を 教 え 導

い て くれ た の は 当 時 の 先嚇 ノノだ リ メニリ 先 輩 方は い つ

も 人 き な 存 在 だ っ た 。 良 い こ と も悪 い こ と(?)も み

ん な 先 輩 ノ∫か ら学 ん て き た もの で あ る 。 今 考 え て 欧

る とあ の 頃 先蹟 ノノか ら学 ん だ こ と は`1一き て い く トて

も実 に 大 切 な 智 慧 だ 一,たの だ 。

先 ・1}lhl引テぼ れ る よ う に な っ た と き 、 自 身 を 振 り返

る と い う こ と を 教 え て くれ た の は 後 嚇 達 だ',た 。 そ
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卒業にあたって

看護学科第7期 卒業生 本 間 未 央

四年前の春、人勢の先輩方から部活

爾
勧誘 やち らしのlIlに圧倒 され、右 も

左 もわか らないままスター トした大

学生活。 いつしか、私は部活 勧誘 を

、薦 、 する立場 にな り、 こうして卒業を迎

ぺ1鍬 滋 醗 狐猫 鐸
間で した。

学年 があが るにつれ、「私は看護職 に向いて いな

いのではな いか。」とい う不安 も人 き くな って い き

ま した。 しか し、まわ りには、私 と同 じような悩み

を抱 えた友人たち、ア ドバ イスを下 さる先生方 がい

て下 さいました。病棟実習では、患者様 との関わ り

を通 して 人 と触れ合 うこ との素晴 らしさを実感 しま

した。 また、病 院 スタ ッフの 方の中には 自分 の 日標

となるような方 との 出会い もあ り、 多 くの ことを学

ぶ ことがで きました。

私が看護職者に向いているのかどうか、この答え

はまだ出ていません。しかし、向き不向きが問題で

はな く、看護職者になるにはどうしたら良いかを考

え、いかに成長してい くかが重要なのではないか、

と卒業を日前にした今は思っています。

私がこうして卒業を迎えることができたのは患者

様の笑顔や言葉に励まされ、先生方に的確なア ドバ

イスを頂き、 緒 に悩み励まして くれた友人たちが

いるからです。いつまでも、私は多 くの方に支えら

れて生きていることを忘れずにいたいと思っています。

4年 間で愛着のわいた学校や大切な友人、先輩や

後藍 と離れ、看護職者 として仕事をすることに不安

はありますが、4年 間で培 った学ぶ姿勢 と人への感

謝の気持ちを持ち続け、これからは新たな十地で成

長 していきたいと思っています。

病棟実習で関わ らせて頂いた患者様や御家族の

方、ご指導して下さった病院 スタッフや先生方、一

緒に笑った り泣いた りした友達、何度お世話になっ

たかわからない食堂やホケカン、精神的にも経済的

にも支えて くれた家族など今まで私を支えて くださ

った多くの方々に感謝 しています。本当にあ りがと

うございました。
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卒業にあたって

看護学科第7期 卒業生 山 下 萌

早 いもので、 大学生活 が もうす ぐ

終わ りを迎 えようとしています。私

は、AO入 試 の第1回 生 として この

大学 に入学 しました。 入学 当初は、

大学 に合格す ることはで きた けれ ど

授業 について行 くことがで きるのだ

ろうか、 白分の選択 は間違 っていた

のではないのだろうか と悩んだ 日々もあ りま した。

しか し、"看 護 師"と い う幼 い頃か らの夢 を絶 対 に

叶 えてみせるのだ とい う強い想いや、家族 ・友 人 ・

周 りのた くさんの 人の支えがあった ことによ りここ

まで歩んで来 れたような気が します。

この4年 間を振 り返 ってみ ると、実 に多 くの こ と

を学び吸収 する ことがで きま したが、何 よ りも"考

える"と い うことの大 切さを実感 しま した。病棟実

習 において看護過程 を展開 して行 くためには考 える

力が非常に要求 され ました。患 者さんに関す る情報

7

を収集し、必要な看護援助を考え提供、評価する。

机上で看護過程を学んでいた頃はとても単純な事の

様に思えました。 しかし、いざ実習が始まると、 日

の前で起 こっている患者さんの状態に振 り回され何

を行ったら良いのか分からなくなっていました。今

になって考えれば、 自分が何 も考えずに行動してい

た証拠であると思います。患 者さんに起こっている

ことを理解した上で、どの様な援助が必要であるの

かをf'分に考えな くては、患者さんにとって的確で

根拠のある看護援助が提供で きない ということを学

びました。何をしたら良いのか分か らないのではな

く、自分が何を行うべ きなのかまずは考えるという

ことが患者さんへ看護援助を提供するための第 渉

になるという事を実感 しました。

卒業が目前になった今、学生生活が終ってしまう

ことが名残惜 しくも感 じられます。この4年 間に学

んだ様 々なことを生かしつつ、考え行動することの

できる看護師になることがこれからの 目標です。

また、多 くのご指導をいただいた先生方や実習で

お世話になった病棟 ・地域の看護職の方々に感謝い

たします。本当にありがとうごさいました。

1
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一年を振 り返 って

医学科第1学 年 後 藤 和 海

口h、 大学への通学路を歩いて
いると一面の雪景色が続いていま

す。夏の緑の世界からは想像もつ

かない冬真 っ只中の銀世界です。

そして今、2月 にな り後期試験

が 目の前に迫っています。

思えば本当にあっとい う問の ・

年が経 とうとして いる と感 じています。

これは、 この一年が初めての ことばか りで右 も左

もわか らずに懸命 に 日々を過 ご しただけでは無い と

思 っています。
つま りは、充実感です。

振 り返れば、間違 い無 くこのII'.が 充実 した 口l」

を送 った一 年であった と言 えます。

4月 、東 京出身 の私は、桜が この時期 に咲 くこ と

を当た り前の ことと思 っていま した。 だか ら、桜の

「さ」の字 も見えない残雪が残 る(雪 の降 る 日もあ

った ・・。)入 学式 は新鮮 で、 まだ見 ぬ学生 生活 に希

望 と不安を胸 に抱 きなが ら、大学への道 を 「ギ ュッ

ギ ュッ」 と力強 く雪 を踏み しめなが ら歩 きま した。

その一歩一歩に 自分が これか ら辿 る、人生 と言 う

名の道 に想いを込 めていたように思います。

5月 には所属する部活(ス キー部)も 決 ま り先輩

とも打ち解け、授業 の要領 も掴めて きた と思いま し

た。6月 には医大祭 があ り、部員が ・丸 とな り一・つ

の物 を作 り上げ るとい う機会 を初めて経験 し、や り

遂げるという達成感 と同学年の仲問たち との友情を

手に入れることが出来た と思いました。

部活動を通 じて信頼関係を築 くことや、物事を成

功に導 くために団結 して努力することは、医師にな
る将来に必ず活 きることであ り、特に21世紀はチー

ム医療の時代であると考えるので直の事だろうと思
いました。(大 学の勉強は机上の学習のみでは無い

と言 う事です。)

7月 に入り、大学生 として初めて 「中間試験」 と
いう名前の試験を体験 しました。その時期は、図書

館で勉強している時など部活の先輩が差 し入れに来

て くれた りして高校の時 とは違う雰囲気に温かさを

感じました。
8月 、夏休みに実叡に帰るや否やす ぐに後期が始

まって 「前期試験」の勉強に追われる日々とな り9

月を迎 え、あっという間に試験が終ってしまったよ

うで、その間は図書館で生活 していたような一 ヶ月
で した。

10月には初雪が降り気候の違いに感動すら覚えま

した。ll月 、12月 と本格的に冬がやって来ると雪の

量も増えて部活も忙 しくなり、冬休みには毎 日のよ

うに部活に励みました。(・・勉強も手を抜かず頑張

った… ・。)

そ して今。入学式の時に胸に抱いた、希望の芽は

枯れずにしっか りと私の中で根を伸ばそうとしてい

ます。(ま だ花は咲きません。)こ れから、進級して

卒業 しても同じように根を伸ばすことに努力して、
少 しずつ少しずつ空に向かって高 く力強 く成長 して

行 きたい と思っています。(そ の環境を旭川医科大

学は用意 していると思っています。)

,「一年 を擬 り返 って

医学科第1学 年 谷 内 裕 輔

人生 で初 めて スーツ とい う もの

1を 着 て、四 月なの に桜で はな く雪

母が まって いた旭 川 医科 大学 の 入学

式 か らも う少 しで一 年が た とうと

して い ます。 思 い起 こせ ば、 あ っ

とい う間 に過 ぎてい った一 年間 だ

った ように思 います。そんな 自分の一年 を振 り返 り

つつ も紹 介 したい と思い ます。

石川か ら北海道へ とや って きて、 ・人暮 ら し、大

学での勉強 、全国各地か ら集 ま った同期の新入生た

ち… 。何 もか もが新 し く、 今 まで とはまった く違

った環境 へ と変わ りさすがに不安 や緊張 を感 じた こ

とを覚えています。 しか し、一緒 に大学生活 を送 る

中で親友 と呼べ るようなすば らしい友達がで きまし

た。 ともに悩 んだ り、 ともに遊 んだ りと 一・緒 な時間

を共有 してきたことで入学当初に感じていた不安や

緊張など今やみじんもあ りません。バカなことを言

い合って楽しく過ごす毎 日です。彼らのおかげで自

分の大学生活が充実していると言っても過 言ではな

いと思っています。

また、大学での部活でもほん とに多くのことを学

ばせてもらっています。それは単なる部活の技術 と

いったものだけではありません。先輩の後輩に対す

る厳 しさや優 しさ、何かに向けてひたむきに努力す

る情熱など数多 くのことを教えてもらっている気が

します。部活で経た経験によって勉強しているだけ

では得 られないことを学び、人 として成長 している

ように感じます。

たった一年の問に、ここだけでは紹介しきれない

ことを数多 く体験 してきましたがその本質は「学ぶ」

ということだと思います。この旭川医科大学で学ん

だことは将来医者 として自分にきっと役立つことば

か りだと思います。残 りの五年間も学び続ける姿勢

を忘れずに頑張 りたいと思います。
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編攣巻濃;鱗捻ら℃

看護学科第1学 年 森 田 麻 美

人生 チ ャ レソ ジだ!と 思 って受

験 したAO入 試 に思 いが けず 合格

して、2005年4月 、札幌 か ら旭川

にや って きま した。 あれ か らも う

1年 が経 とう として います。 私の

高校 か らは 入学者 は私 しかいな か

ったので、友達なんているわけでもな く知 っている

人すら、いませんでした。でも札幌だけにはとどま

りた くない、もっと地方に輪を広げたいという希望

があって、この旭川医科大学を受けたので、私にと

っては友達 も知人も誰一人いない状況は全 く不安で

はあ りませんでした。む しろ、どんな人達 と出会え

るのか楽しみでした。

入学式はあっという間に過ぎ、次の日からは 「新

入生歓迎合宿」 という合宿があ りました。入学 して

いきなり何をしに行 くのか と少し不信感がありまし

たが、この行事は今1年 を振 り返 ってみると1番 楽

しかった行事でした。この合宿のおかげで友達 もた

くさんできたし、先輩たち ともた くさん知 り合えた

し、いい部活にも入部することができました。

私がこの大学に来てよかった と思ったことは、や

っぱ り色hな 人と出会えたことです。北は北海道か

ら、南は沖縄まで様 々な地域から同じ大学に集まり、

そして年齢層の幅も大きくて驚きました。 この大学

に来て、色々な地域の人達、色 々な年齢の人達 と知

り合って私の視野や人生観を大きく広げることがで

きた と思います。

勉強の面では、看護師という夢がもう確立してい

て、その夢に向かっての勉強なので多少忙 しくても、

1年 生は他の学年に比べて楽だということもありま

すが苦ではあ りませんでした。部活も、練習は楽 し

いし、北海道を出て遠征に行った り、色々な行事が

あった りと、高校の部活 とは全 く違った充実感があ

って楽 しかったです。

こんなに早 く過ぎた1年 は初めてです。1年 がも

のすごい充実していたから、そう感じるのだと思い

ます。私が毎 日楽しく充実 した生活が送れるのは、

人学に通わせて くれている両親、一緒に夢をかなえ

ようと頑張る友達、それを支える先生方や、先輩た

ちがいるおかげです。全ての人達に感謝して、卒業

までのあ と3年 間、1日1日 を大切にして、いい大

学生活を送っていきたいと思います。

「= 「

一隼 をN返 って

看護学科第1学 年 山 本 絵莉奈

昨年の春、期待 と不安を胸に迎

えた入学式からもう ・年が経つの

かと思うと、時間の経過の早 さに

驚かされます。 この一年間は、毎

日が新 しい発見の連続で、学ぶ こ

ともとても多 く、本当に充実 した
・年だったと思います

。

この一年を振 り返ってみると、本当に様々な事が

あ りました。新入生歓迎合宿では、先輩が学校生活

について親切に教えてくれた り、新しい友達がた く

さんできたりと、新 しい生活への不安は吹き飛び、

期待でいっぱいになりました。初めての大学の講義

は、高校の授業 とは全 く異なっており戸惑いを感じ

たことを覚えています。 自己学習が とても大切だ と

わか り、一般的な知識から、医療や看護 に関わる専

門的な知識まで幅広 く学ぶことがで きました。基礎

看護技術学では、個人的に先生から指導を頂いた り、

友達 と一緒に指摘 しあいながら練習を重ね、看護の

基本 とな る技術を身につけま した。初めてのテ ス ト

は、 図書館で友達 と励 ま し合 いなが ら、ほぼ徹夜 で

勉強 し、何 とか乗 り切る ことがで きま した。部活動

では、練習以外に も様 々なイベ ン トがあ ってた くさ

んの思 い出を作 るこ とがで きま した。後期にな ると、

様 々な実習 に追われなが らも、多 くの レポー トを書

かな くては な らな くて、 とて も忙 しくな りました。

実習 ではハム スターの解剖 を行 った り、医学科2年

生の人体解剖 を間近で観察 させて もらった りと、医

学 を勉強す る上で とて も良い経験 になった と思いま

す。 また初めての病院実習では、実際の看護場面 に

立ち、患 者さん とふれ合 うことに よって、入院生活

と看護 について大切な こ とを身を もって学ぶ ことが

で きま した。 また看護 師 とい う仕事 に、 よ り魅力を

感 じ、今後の 自分の課題 も明確 にするこ とがで きま

した。

残 り二年間 で学びたい こ と、学 ばなければな らな

い ことがた くさんあ りますが、まずは一 日一 口の生

活 を 口々の勉強 と考 え、充実 した毎 日を送 ってい き

たい と思 います。
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学生による授業評価(平 成17年 度分)の 結果公表について

平成17年 度前期 「講義に対する学生評価」における全教員の得点分布
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講義に対する学生評価

あ な た 自身 に つ い て

講義計画
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問9明 瞭 で 聞 き と り

問10教 材(プ リン ト

Nyll講 義 に お い て 重

間1"学 生の反応を確

問1.3葺 富 な知 識 が あ

問14授 業の難易度は
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'LI

夢

⊥
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授 業に 毎 回 出 席 し ま した か。

授 業 中 に 授業 内 容 を理 解 す る た めの 努 力を し 衷 した か.

把乏業 び)了夏習 ・宿 是亘を毎[[」LまLオ こカ・Q

各回 の 講 義 は よ く準 備 が な され て い まし たか 。

履 修 要項 は授 業 全 体 の ポ イン トを理 解 す る[で 適 切 で した か。

教 育 に 対 す る情 熱 ・熱 意 が感 し.られ ま した か 。

学 牛 に接 す る態 度 は授 業 担 当者 とLて 適 切 でLた か。

ノブ([ノ:カ ・,,
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各回 の講 義 内 容 は 肚的 に適 当て した か.

i後 の学 習 意 欲 を増 す 内容 でLた か。

この 授 業は 全 体 と して 満足 で きる もの で した か。

強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)

や や 思 う(良 い)

と らら と も言 え な い 噌 通)
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鵬■ 購 蹴圏 講 蹴繍

救急医学講座 藤 出 智
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履修者数:99配 布数:91回 収数:56

*評 価結 果(・ ド均)

問5

4.5 1臆 問81問9
　

1.64.6

1問io

4,fi
l

問ll

4.4

必修科 日)

【]1叫叉∴率く:61.5%

問121問13

i4.74.71

問14「 問151

9.h7.fi

問16

η
問17

/.fi

*評 価 に対 するコメン ト

救急医学講座 藤 田 智

1学 生 評4ull位 」 これ は 、 素 直 に うれLい こ とてLた 。 普 段 行 ・,てい る蘇 生 、 外 傷 等の 講 習 会 に お い て 用

い て い る 、成 人教N技 法 が 役 、レ:・,たの で は とw,_,て い ます 。 成 人教 育 に おい て講 義 は 、 双 ノ∫向 性 、 参 加 型 の

形式 が 高 い効 果 を得 られ る とい わ れ て い ま す。 で す か ら一 方 的 に講 義 を 行 うの で は な く、 皆 さん に な る べ く

参 加 して も ら う 上 うな 授 業 を心 が け て い る つ も りで すの で 、そ の 方 法 論 に 高 い評 仙 を い ただ いた の だ と思 一,

て い ます。(」.に あ て す ぎ と 自 う批 判 もい た だ い て い ます が)こ の よう な講 義 をf1"う た め に は講 義 を受 け

る 人 た ちの 、モqべ 一・シ ョンが 高 い こ と、 質 が 高 い こ とが必 須 とな ります か ら、 その 意 味 では この 形 式 の 授

裳 を受 け 人れ て評filiiLて くれ た学 生 の皆 さλ が 人変 すば ら しか.,た とい う こ とに な る の で は と思 い ます。

1'?



麻酔 ・蘇 生学講座11崎 寛

科 目 名:臓 器別 ・系別講義～皿(医 学 科第4学 年前期 必修科 目)

問5 問6 一

一

問7
幽r

4.7

問8

4.79.6 4.5

口 時:平 成17年5月19日(木)

履修者数:99配 布 数:86

*評 価結 果 -1

問81問9

'4
.7

*評 価に対する コメン ト

2講 目

回収数:59 回 収 率:68.6%

一
44難

i-
問12問13

4.6

問14問15

塑
問16

4.5

問17

麻酔 蘇生γ講座 岩 崎

4.6

寛

麻 酔 蘇 生 学講 座 の講 義 は 、私 が 旭 川 医 人に 赴 任 して 以来 、毎 年の 講 義 分の 予 定 講 義 ス ケ ジ コー ル#s.kび 講

義 内容 の 要点 を 前 も って一 冊 の 小 冊 了 として 全学 生 に 配 布 して ま い り ました 。 こ れ に よ り、 全講 義 の 資 料 の

分 散 を防 げ る と と もに、 資 料 に 各講 義 の 要 点 が 記 載 され て い る の で 、必 要 最 小限 の ス ラ イ ドな との 資 料 や 講

義 内容 を加 え る こ とに よ り理 解 で きる よ うに な'・て い る.ま た 、 復 習 す る に もそ の 要点 が 明確 で あ る よ うに

資料 をf乍成 して あ り ます。 こ れ らの 資 料 に 加 え て 、 各医学 生 に と り、 この 講 義 の 何 が 、 どの 程 度 臨 床 に 必 要

と され て い るの か を 熱意 を込 め て講 義 して い る こ とが 評価 され て大 変嬉 し く感 じて お ります 。 特 に、 入学 以

来 もっ とも面 白い講 義 で あ っ た、 や る気 が 出 た な どの学 生 か らの コ メン トは 今後 の 励 み に な り今後 に生 か し

て 行 きた い と思 って お り ます。

糊闇 愚 鋤 ■灘 .鋤 ■ 胤, w、磯 ■ 繊 翻 °uu,●｠

生命科学 林 要喜知

科[名:人 間科学1(看 護学 科第1学 年 前期/必 修科 目)

H時:'r成17年7月15口(金)5講 目

履修 者数:60配 布数:58Ll!収 数:56回 収 率'96.6%

*評 価結 果(平 均)

問5

4.714.:314.914.819.'1

*評 価 に対 するコメン ト

謹:
問7問8澗

4.9
1

4.84
」

　
問10,問11

i
問12

一量 ⊥4.9」 一タ・6

問13 問14

4・514・3

問15i問16

4.04.4

問17

4.6

生命科学 林 要喜知

本講 義 を 高 く評 価1.て い た だ き、 光栄 に存 じ ます 。 また 、 様 々な 質 問 や ご意 見下 さ り、 積極 的 に学 ん で 頂

い た 皆 さん に感 謝 い た し ます。 今{r、 新 た に創 意 ⊥ 掴.た こ とは 、 配 布 す る プ リ ン トを カ ラー で読 み や す い

もの にLて 復習 の 便 宜 を は か った こ と、質 問 か ・ド(出 席 カ ー ドを か ね る)に 記載 され た 質問 や 疑 問 を次llli

の 講 義 時 間 ま て に プ リン トLて 全 員に配 布 した こ と、 さ らに は 、 講 義 内 容 に 関 わ る 具体 例 や ジ ー-7x一 取 り

入れ 内 容 の 多画的 な 輝 解 をは か った こ と等 かあ ります が 、 お そ ら く、 これ らの取 り組 み が高 評 価 に つ な が っ

た と想 像Lて い ま す、t一か し、 各評 価 項 口をみ る と、4.9と 満 点 に近 い もの もあ り 虫す が 、4.0と ま だ ま だT

メくで き ζ,ところ もあ ります、,今後 も、皆 さメしか らの 意、見を参 考 に 更 な る授 裳改 善 に取 り組 み た い と存 じま すり

そ れ らに よ り、皆 さん が 学 習 意 欲 を高 め 、 今後 の 看 護 学 の 学 び に つ な げ て い た だ け れ ば と願 っ て お りま す。

1



以 下4.

所 属 名

1整形外科学講座

千了蔓看

3以 上(上 位20%内)の 教 員 は次 の とお りで す。(*五 十 音順)
一

1呆健 ノ蹄」里セ ン ダー

脳神経外科学講座

外科学第 講 座

麻 酔 ・蘇 ノ†→学 講 座

非常勤講師

小児科学講座

看護学 科

石護 学 科

1教 員 名 科 目 名[時1
…熱 田 裕 司 臓 器 別 ・系 別講IID必 修 平 成17年5月21日(火)3講 目 医1

1

伊藤 幸 丁 母性 看 護 学 必 修 平 成17イ「6H:;0日(木)2講[石3

1
川村 祐 ・郎 …症 候 別 ・課 題 別講 義 必 修 平 成17イ1・81∫29日ODI講 目 医1

-一一一!

國 木'f1(之1症 候 別 ・課 題 別講 義 必 修 平 成17イ16月16日(木)1講 「1医1

ト

河野 透 臓 器 別 ・系 別講 義1V必 修i成17年81126日(金)1講 目 医3

i
I

高 畑 治 臓 器 別 ・系 別講 義 、皿 必 修 平 成17イ15月25日(水)・111目 医 』1

藤 尾 ミツfI代 謝 栄 養学 必 修 平 成17年9月50(月)(i,h看2

1-一 一一 一一一一一

AikH芳 男 …曙 別.系 購 翻 必修 平頗 ・1、川 日㈹2御 医1
i

…升 田 由 連 ∫i基 礎 看 護 学 且 必 修 平 成17fl5月1:3日(金)5講 目 看2

1[11「声「1まレ1)み ナ1ナ1ゾ1看ri隻'ニテを ,必化萎'「=hk17年9月10(ノ トこ)2講 目 看3

iI

学年 履瀦数配it数回収数
.L一皿4一

S)f)6:3-19

615353

9y7940

yH6815

10410065

ygH9

fiO58

Sl978

fifi

回収栖1

7i.81

100.0

fiO,fi

66.2

65.0

71,`?

58」100.11

6117H.2

fiO5959

fi119qSf

100,0

100.o

囎
1総

｠ ｠ ■,
1灘

科 目全体の講義企画1

あ な た 白身 に つ い て1

科目構成

科目内容

総 台評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

り
一

3

間

問

問

間

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問li

4

2

1

強 くそ う思 う

やや 忠 う

どち ら と もQえ な い(普 通)

あ ま りそ う思 わな い(あ ま り良(な い)

1'く そ う思 わ ない(良 くな い)

こ対する学生評価

寸f前に履 修 要項 や教 科 書 を読 む な,卜J㌻習 をLまLた か、,

授 裳 に 毎回 出席Lま した か 。

授 業中 に授 業内 容 を理 解 す るた め の 努 力をL虫Lた か、、

4'乏業〔1)子夏習 ・宿 堤〔1を毎irliLj三しブ覧:フう・り

科 目全 体の 履 修 目的 ほ 、 履 修 要項'く・ガ イブ ンス で 明確 に ・1丸され 、ロ た か、,

履 修 土 題 問 おkび 教 員間 で 、 内 容 の渦 度 な重 複 は避 け られ てい ま ヒた か。

各履 修 † 題 に害1」り当 て ド)れたi}与間 ♂)バラ ン 」スは適iガで した かり

各担 当教 員は 履 修ml:.rGに沿 って 授 業をitい まLた か。

各履 修 一†r題〔ノ)難易度 は 適 レ」でtた か。

科01・ 体の 内容 は 理 解 しや す い もの て[た か、,

科ll争 体の 履 修 の 〕的 は 最 終r白に 達i成され よ した か、,

科 口金体 の 内fr6/'i後 の 学 習,意欲 々増 す もの で[た か1,

試 験 や提 川 物(レ;」;一 トな1卜)・ア)蹴,卜内frは 適 切 て[た か 、、

この 授 業は 争体 として 満 足 で きる もの で した か、、

(非常 に 良 い)

(良 い)

is



科 目 名:臨 床 医 学 概 論1(医'¥:科 第3学 年 前 期 必 修)

履 血箋者 数:1〔 〕3西 己イI」数103「 百1耳～(委女:97同 叫叉'卒く:94.206

*評 価結 果(平 均)

問1

.3.1

問2問3

4.64.1

問4

3.311.'?

1問51問6問7問81問9

11

4.〔〕3.9i
I

問10

4.0

問11

4.1

川14
一

1

問151問lfi 問17

II

問18i

I
4.1

1

慷1
問13

4.0

*評 価に対 するコメ ン ト

臨 床 医 学 概 論1ユ ーデ ドr-7・ 近 藤 均

塩 野 副 学 長2コ マ 、 黒 田 ノU学 長1コ マ 、lll田 貴 彦 教 授 ほ か 健 康 科 学 講 座 ス ク ・ゾ77コ マ 、 へ1堵 が5コ マ で1'

郭いレiしプニり 一【⊃・ノごノレ ・コ ラ7(ノ)「A.基 木事1貝 」i1)発 駐蔓白勺t,,,1メ」容 と 「I」.ピケ㌃'γ=・汐マ'奈、1二ff二is1.」rノ)基本 白勺為=1'/"rT右・

扱 う 不・1目で あ る.看 板 は 「臨 床 医 学 概 論 」 一ぐあ る か 講 義 の 中 身 は 基 礎 医 学 ・ ・般 教 育 の ス7ッ フ か お も に 担
"il

.て い て 、 い わ ば 「塾頭 を 掲 げ て 狗 肉 奇 売 る1よ う な 観 も あ っ た 。 教 員 の 専 門 も 価ll白観 も 人 き く異 な る

1寄 り/.い 所 帯1だ っ た と は い え 、 評 価 は 昨 イ1に 比 へ0.:3ポ イン トほ と ト 昇 し 、 な ん と か 合 格 ニノイン に ・t1YL

た よ う で あ る 。 批 判 と して は 、1教 員 間 の 申 複 を 減 ら せ1、lLや べ り過 き で ポ でン トが わ か ら な い 教 員 が い

る 」、 「ス 『ノイ ドだ け で プIIン ト を 配 布 し な い 教 員 が い る1、 「試 験 が 難 し い1、1学 生 に 対 す るiiが{樋 切 な

教 員 が い た1、1も っ と ヨ マ 数 が 少 な く て 」二いkr予 告 内 容 と 実 際 の 試 験 と で 内 容 が 異 な る 点 が あ っ た 」な ど

かlrに 付 い た 。/〉 後 は 、 「臨 床 陸、学 概 論1のll、 【ll、Wと の 連 携 、1社 会 医 学 基 礎 」の1、H、IH、 』['の い

,そ う の 連 携 を 図 り、 無 ∫叩 ・無 駄 ・む らの な い 中 身 に し て い き た い 。

獺 構 繍■ 蝋 蒔 ■ 嗣㌧ 韓 ■ 灘; 轍縢

科 日 名:人 間 科 学m(石 護 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

履 修 者数:60配 布 数:601・1収 数:601Llr収 率:100.0%

*,1'f面 糸1ll果(平Jフ)

　

「菖jll呂 ∫2「 昌∫:

2.714..314,

一 問4問5問6

3.OI.3.4.3.R

問7問8問9問10問11

3.6;3.83.53.23.5

間]21問13

3.23.5

一一一一一一

問M

一 一

問15 脚6 問17 問18

3.6

*評 価 に対す るコメン ト

ノ澗 伴1岨 ユ ーデ 梓 ・一γ一 谷 本 光 穂

総 合平 均 値 が:1.5と 咋 年 とほ ぼ 同 し結 果 でLた 。 こ の科 〕は 物理 学 と化学 か ら成 り、ン.って い ま す、,特に物

理 学 に つい て は 、 高 校 て は物 理 木履 修 が 人半 を 占 め て い る 集 団 に 、好 きで もな い 人学 の 物 理 を教 育 す る こ と

の難Lさ を実 感 して い 雲 ず。 しか し、 多 くの学 生 は授 業 を楽 しん で お り、 内心 安 堵 して い ます 。 ボ リ ンテf

ア で 行 っ て い る リ メデfア1レ 物 理 講 蔑 が 効 を 奏 して い る の か もし れ ません 。 来 イ「か らは 高 校 新 課 程 で 教 育 を

受 け た学 生 が 人学 して き ます 。 当 分、 リ メデfア ル 教育 は 欠 かす わけ には 行 か な い ようで す。 化学 の講 義 は

大方 好 評 の よ うで す。 後期 に実 施 され る実 習 を通1て 、 講 義 の 内 容 の 理 解 が 一 層 深 ま る こ と を期 待 し てい ま

す。
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科 「1名:生 命 科 学X(医 学 科 第2学 年 前 期'Z・ 修)

履 修 者 数:88配 布 数:5:3回 収 数:46回 収 率:86.806

*評 価 結 果(平 均)

問1

2容

問14

3.8

問2

4.o

問15 問16問17問18

*評 価に対す るコメン ト

問61問7問8問9問IO問ll問121問13

3.43.fi3.93.7二3.(i3.6

隆

本年 度 の 授 裳評 価 点 数 は 、過 年度 とほ ぼ 同 等の 中 程 度 て あ 一,たと判定 され る。 今回 の 授 業評 価 で の問 題 点

は 、lrll答数 で あ ろ う.必 修 科Nで あ る本 授 業の 履 修 学 生88名 に 対 し 配 布数`i.3、回 収 数46は 何 を意 味 す るの

かり 回 収 数 が 少 な か った こ とに連 動Lて 、授 裳 に 対 弓曽る コ ズン トも2イ/1の み で あ った 、,これ らの 数fiuと 、 本

授 業の 前期 期 末試験 で36名 の学 生 が 再試 験 受 験 とな ・った こ と とは 、恐 ら く リ ン ケ して い る と思 わ れ るり 担'1/

ス γ・ゾ ノも授 裳内 容 の 吟味 に心 懸 け る が 、 そ れ以1.に 、 学 生 諸 君の 履 修動 機 付 け に期 待す る。

糊 ■ 撫　 瀟 口., 耀■灘 灘 願欝 !&°,;｠

科 目 名:生 命 科 学 、川(医 学 科 ㌶τ2学 年 前 期 必 修)

斤夏修 名・委交:86西 己イlf委女:86回 刈更数:8511ll月 又率:98.80/,'0

*n平f曲 糸占果(平 鼻」)

問l

a.0

ft;」11

3.7

lllnl鯉6!問7}問8

問17問18

*評 価に対す るコメン ト

塞

鈴 木 谷ネ

授 業 評 価結 果 と記 載 意 見か ら今 後 、複 雑 な 代謝 反 応 とその 制 御 お よぴ 分子 レヘ ルの 異 常 と病 態 発症 に つ い
一ぐ恥 皮な ポ でン トを

、ヒリ鐸 解1や す く明不 す る な ど、 生 化学 に 興味 と親 和性 を持 っ て'1'i'ilて いた た け るa、

うに 改 良 した い1卜考 え て い ま す、,牛命 科学 、mは生 命科 学Nlヨ よび 基 礎 医'』狙 といt.一 一連 の 科Hの 出 発,点,と

てカ リキ'Lラ ム が組 まれ て い ま ず。 雲た 生 命科 学 、1(生 化学 実 早船 実 施 の た め の 基 本を学.～・科 目 とし ての

怠 義 を持 た せ て あ り ます、 残念 な か ら単位 認 定 試 験 の 結 果 おkび 講 義 出 席率 か ら判断 す る と一一般 に 、学 習到

達 度 は 満 足 で き る もの て は なL訪 ノ)華備 段 階 と1て の 意 義 も薄 れ てLま,て い 圭一む、従 ・,て今後 これ ら

占 問!li自点 左 剋 照一」る よ うに さ らにIAコ ー、 充実 した学 習 成 果か あ か るhう に[な け れ ば な らな い と 杉え でい

Fす 。

1E.



1

科 日 名:人 間科学 ⊥(看 護学 科第1学 年 前期 必修)

履修者数:EiO配 布数:fiO回 収数 二fiO回 収率:100。0%

*評 価結 果(平 均)

殴

「砦

fA5

4.7

「呂Jl50月16

間3

4.1

問4 問51問6

2.8ξ

レ

4.44.5

問17剛

問7

4.2

問8

4.4

Ill贈'
1「配 「遵劉

*評 価に対するコメ ン ト

人間#1'f・ ト ・デ 伴 ・-7一 林 要喜知

平均 評 仙 点 か4.29て あ ・,たこ とは 、 昨fl-度 よ りや や評 価 か 高 くな 一,たと判 断 で き よ う、,1か 〔、 内 容 的 に

は まだ まだr.:す る 余地 があ る こ とも事 実 て あ る,,r"・ 評 価 点 の 傾 向 か ら考 え.られ る問 題 点 の 一一つ は 、学 生

の)'i'r復 習時 問 の 不1'分 さが、 講 義 内 容 を難 易度 右昌増 した り、 試 験 の 量 的 負担 が 人 きい とい う意 識 と対 応

[て い る と ころ であ ろ う。 も しそ うて あ れ ば 、 よ り積 極 的 な学 習 態 度 を引 き出 す ⊥ 大、 例 え は 、 課 題 や 小 テ

ス1を 課 ずな どの緊 張 感 を持 っ て4、ら う こ とな どが 、改 善策 の ・')か1,1.れ な い。 あ る いは 、 学 生 が 積 極 的

に 発 匡け る参 加 型授 業 ノ∫式 右隔取 り 人れ て い くこ と も、検 討 に値 す る取 り絹 み で あ ろ う。 ワ」、 学 生 に 質 問 す

る 習慣 を持,て も らい た い と始 め た質 問 カ ー ドは好 評 で あ'・たの で、 ノ〉後 も継 続Lた い と 考え てい るU

獺1謝 襟禰 灘 無 鰹 …ii 辮繍 瓢

科 目 名:生 命 利・学XI(医 学 科 第2"∫ 二年fPl期 必 修)

履 修 呂 数:Rfi西 己イlf数:86回 叫更数:71irl叫 又率:82.fio6

i問}
?.fi

問11

.3,d

*、;、ドfifii糸吉果(・Fjイ ワ)

問21問3問

4.13.52.

問7問8問9問lo問11問12ト 問1:3

:3,fi,3.73.、 珪.2、3。5→3.、i:3.3
-一一一一一L-一 一

問1昇亙 御「 問18

*評 価 に対す るコメン ト

生命科学＼1・ト デ でネー7一 田 中 邦 雄

本 科 目は 開 講3年[と な 一・た か 、 講 義 の 進 め 方 は ほ ぼ 同 様 で あ る 、、評 価 内 容 を 詳 細 に 見 る と、 学 生 自 身 の

11¶'価と[て は 例 年,ヒ1[1様 出 席 率 は 高 い もの の ア習 、 復 習 は2.6、2.8と 低 め で あ る 。 不llll構 成 に 関 す る 評 点 は

:S.5:3.7、[・urfT=、 ヒ 幹)若二iflて ド1メ ニカ・、lorl答 者♂)'r委{d玖iカ ・11又1.t-一 つ`ナ『ぐ才5i)、 イ《千=十目企 画 び)型1、・4よ定 着L

た も の と 考 え る 。 科 日 内frに つ い て は 、 例fi通 り 問10の 内 容 の 理 解 か3.2と 最 も 低 い 評 価 で あ り 、 意 児 記 載

欄 て も指 摘 か あ っ た 、,物 理 学 や 「学 的 内 容 か 含 主れ る 他 、 最 新 の 山 像 診 断 技 術 な と も 含 まれ 、2学 年 前 期 て

は 身 近 な もの と し て1匙 之か た い た め と もY;;tt',れ る 。総 合 評 価 は 平 均3.4と 昨 年(3.(iよ り若1低 下 し た か 、

回 答 者 の 半 数 以 目 よ1以L右'つ け て お り、 ま ず ま ず の 結 果 と 傷}る り 次 年 度 は 「も う 少L理 解 し や す く 」 を

念 頭 に 講 義 々 進 め た い 。
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科rl名:生 命 科 学 川(医 学 科 第1学rl前 期'必 修)

履n笠 昌数:91酉 己イl」委女:92回 叫更委文:91111叫 又率:98,996

*評 価 結 果(平 均)

II"110「]2 1R日3

2.7

　 　
…問4問5問6

4.34.:■:3.1脚4ゴ4.4

問71問8問9旨 剛 〔〕P911問12師3
レ ー=一 ÷ 一=一 一一4

.111.5:i.93.5
1-一 一

3.91;3.71:3.9
L

問14「 削5「 問16
」1

1.0

　

問17問181
-一 一 　一 一一一一「

*評 価 に対 する コメン ト

生,.一 仏 山 内 一 也

牛 命 科 学Illの 授 業1メ」容 は 、 コ ン ピ ゴ ークー リラ ラ シ ー と統 計 学 の 初:1:を 学.～;・二と に あ るり7ラ ス をA組 、

B細 の2ツ ラ ス に 分 け 、A糸[が コ ン ビ'L一 外 一リラ ラ シ ー を 受 け て い る と きは 、B組 は 統 昌1学 の 授 業 か 受1ナ

る と い う]う に し て 、 担 当 教 員 に は 負担 増 と な る か 、 週2111】 の 授 裳 を 展 開 し た 。1あ な た 白 身 に つ い て1と

い う,}'Ffllilの項 て1よ 、2.7、4.:3、4.3、:3.1と い う 評Illhで あ る か 、 出lm状 況 の 評 価 か 高 い の は 、 コ ン.7一 ター

り う ラ シ ー で はIU回 レ ポ ・一トを 捉f;1 .な け れ は な ら な い こ と 、 統 計 学 の 授 業 て は 、 毎 回 小 テ ス ト を 行 う と い

うfro形 態1こ 、Lる もの て あ る と 思 わ れ る 。 「科 目構 成1と い う評 佃【(/)∫貝て1よ 、L1、4.4、4」 、4.5と い う11

f山な の で ・応 の 評 価 を 受1ナ た と ろ え られ る 。1科 目 内 容 」 と い う 評 価 の 項'(は 、3.9、3.5、:3.9、3.7、3.9と

い うrr'}・IIIhで、 前 回 評 価 、ヒ り もll・li.た と百 え る 。1総..f'価 」てiri.〔 〕,【=いう 評 価 な の で ・応 の 評 仙 を'芝 け た

ll二彦メこし㍉才i!.)、、

咽

顯 ℃ ひ繊 {騰

科fl名:社 会 医 学 基礎i(医 学 科 第1学{「 前1り」 必 修 〕

履 修 苦 数:'13配 布 数:91同 収 数:90回 収 率:98.9,°0

*評 価結果 いド均)

h　漕:閉::圃 問5陰
L-

1召」141昌ll7旨 日日18

1.;3

*評 価 に対す るコメン ト

}17 問8Ill:1問'Oi間1'1問12111

13

近 藤

へ 竹 学 長 に1欠 学 の 入 門 講 義 を1コ マ 、{」 川 病 院 長 に 病 院[う;療 の 概 説 伺 コ マ お 願 いL、 他 の13コ マ を へ1賭

が 押 当 し たQモ テ ル ー]ア 「A基 木 事 項1の(Di医 の 倫 理 と生 命 倫 理 」 に 完 全 対 応 させ た 講 義 で あ る.学

'i=か 尺学 授 業 に 主 だ 新 鮮 な 興 味r"り
＼っ て い な い1{1牛 前 期 の 講 義 の た め か 、 熱 心 な 学4か 多 く、 授 業 は ・1・り

や ず か っ た り/戸}度 は と くに 、 敢 え て 早'τ と医 師 国 家 試 験 の 問 題69紹 介[て 学 生 の 動 騰 つけ を 図 っ た 。 評 価

結 果 は は ば 例 年 通 りで 、 比 較 的 良 好 で あ っ た 。 特 に 好 評 だ っ た の は 、 教 材 用 の プ リ ン トか 」、 主 と 室 ブ(い

ノニ、 、kL・う,点 一C,{F・'、オニoヨ」七半IJ白勺意:見11二1て 』iよ、 「参Y,,レくLI}♂)糸呂∫レ;まも,とfl史 ご辰 石:も`ノ)右-」、 「 ブ1,ン1・ カ・〔r)才1

ば 教 科1[e=3は下 要 」、1覚 え さ せ る の て は な1、{,・ とr,え さ ぜ る 授 業 を 」 な ど か あ,た 、,相 変 わ ら ず 「社 会 医

学jlL鹿1のII、m、]yと の 連 携 、 き ら に 「臨 床 医 学 概 論11以 降 トの 連 携 力・課 題 と1一 て残 ・て い る 。 斗(年度

こ そ は 実 現 さ せ た い 。

i

18



科 目 名:臓 器別 ・系別講義W(医 学科第1学 年 前期 必修)

履修者数:101配 布 数:101回 収数:87回 収率:86.1%

*評 価結果(平 均)

問1

3.4

問2

4.1

問 ・[問4

3.9…3.4
し

1問5
問6問7 問・i剛

3,813.7113.7 :3.6.3.7

問14 問15 問isl問17 問18
圏

'3.8
1

一

.3.7

11

8

問

3

問12

3.9

問le)

3.6

*評 価 に対 するコメン ト

臓 器 別 ・系 別講 義W・ ・一 デ デ腔 一ダ・一 藤 枝 憲 二

臓 器 別 ・系 別講 義 ～1【は 、産 婦 人科 、小 児科 、 泌 尿 器 科 、 小%'L外 科の 各講 座 が 担 当 し、 産 婦 人利 学 、 胎 児 ・

新 牛 児 ・小 児 ・思 春 期 に お け る 内 科 ・外 科 痴 患 を理 解 す る こ とを 目的 として 設 定 され た コ・一スで あ る。 特 に

Developmentalbiologyの 視点 で 理 解 が 必 要 な ・J・児科 学 講 義 が † に 成 人を 対 象 と した 各臓 器 別講 義 内 に ・部

組 み込 まれ た こ と もあ り、統 合 した形 で小 児科 学 を提 供 で きな か った こ とが 、 コー ス担 当者 に と って 改 差1す

べ き点 で あ る と考 え られ た。 しか し、本 コー スが 広 範 囲 で難 しい授 業 内 容 で あ るに も関 わ らず 、内容 は よ く、

また わ か りや す か った とす る意 見が 多 く、 講:ruを担 当 した ものの 熱 意 とコー スの 意 図 が1'分 に理 解 され た も

の と判断 され る。 授 業 そ の もの は学 習 す べ さ串 項 を提Tす る に と ど 虫る もの で あ る こ と、 ま た試 験 に 合格 す

る こ との み を 目的 とLた 授 業 で は な く将 来 に わ た りイi益な情 報 を 伝 え る こ とを ⊥ 眼 と して い る こ と を理 解

し.、よ り ・層 の 自学 白習 が必 要 と され る こ と を 再確 認/.て ほ しい。 た だ し 今後 当 コー・ス担'1緒 に 求5ける授 業

F法 に つ い て41前 の 打 ら合わ せ も必 要 であ る と感 じた。

｠ 灘 圏購 燃 闘囎 灘■ 撒 騰■ 囎 ｠ ,,

科 口 名:生 命 科 学11(医 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

履 修 者 数:93西 己イlf数:93回 月史数:931111耳 又率:100.0%

*評 価結果 いF均)

-

O
博

問14

3。5

問2

1.4

問15

問3

4.:3

問1G

問4

3.1

問17

問5

4,0

問18

5… 問6
5

問7問8問g

0'14・,, 3・513・9[3・3 限1膿
問121凹13

3・・}」
-35

*評 価 に対 するコメン ト

生命科学Hコ ーデ 梓 一 クー 谷 本 光 穂

総 合平 均 点 は.3.6で あ り、昨 年 に比 へ て 多少 は 改 善 され て い る ようで す 。 今 年は 、講 義 に演 習 問 題 を取 り

入れ 、 教科 書 の 章 末問 題 の 大半 は 自 分 で解 け る よ うに 指導 した の が好 評 だ った の か もLれ ませ ん 、 そ れ に し

て も、 高校 や予 備 校 で の 受験 勉強 の 休制 が 染 み 付 い て い て 、 問題 解 さを し な い と安 心 出 来 な い休 質 は早 く改

善 して 欲 し.いもの で す 。 人学 直 後 に実 施 して い る リ メデ でア ル物 理 講 義 に参 加L.て い る学 生 に は 少 しは理 解

が 深 ま っ た と思 って い ます。 来年 か らこの 講 義 もや っ と正 規 の1単 位 の 授 業 とLて 認 知 され る こ とに な り、

また 、 高校 新 課 程 の 初め て の学 生 か 入学 して き ます 。 そ の 効 果が 今 か ら楽 しみ で す 。
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1

科 日 名:臓 器 別 ・系 別 講 義 八r(医 学 科 第3学{1=前 期 必 修)

履 修 者 数:10Ei配 布 数:IO5回 収 数:87回 収 率:82.9%

*評 価結 果(平 均)

脹

問1

3.6

問14

4.0

1

問2問31

4,314.2
一 ⊥一一一一一一一L-一

1

問4

'i.8

問5問6問7問8 問9 問10 一 問11

3.9

「
3.9:3.fi3.74.O 3.9 3.8

1

問18

一一

問15

1問
16問17

問12

4.1 鯛

*評 価 に対 するコメン ト

臓 器 別 ・系 別 講筏Nコ … デ ィネー ツ・一 葛 西 眞 一

.1/;1!
n4義 は、 消 化 器 病学 の 診 断 と治療 に つ いて3内 、2内 、放 射 線 科 、1外 そ して2外 の5診 療 科.hり 、 そ

れ ぞ れの 専門 医 に 出 て も ら って 集 中的 にf1う もの で あ る。 従 一・て 、授 業 は ポ イン トが決 まっ て い るの で 受 け

ailかった と思 われ る もの の 、 難 易 度 に若1差 が 見 られ た 様 で あ る が 、疾 患 の 特 異性 にd,よ るの で や む を得 な

い で あ ろ う、,それ は 、 科 目構 成 、 内容 の 評fll肋U点 、弱 で あ り、総/>iilllT価も4点 を得 て い るの で た略 、 良 く講

義 され て い る もの と判 断 され る。 試 験 問 題 は 広 い範 囲 を 短時 間 で対 応Lな けれ ば なG-,ず 、 程 度 は 易 しい が勉

強 しな け れは 点 が 取 れ な い の は 当 然 で 、約1割 の 諸 君は も 一,と頑張 る必 要 があ ろ う。

｠ 囎 闘蝋 灘■ 繍 灘口 騰 1,膿 ■ 臓 臨 繍層 口

科 口 名:生 命 科 学T(医 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

履 育毎者 数:92丙 己イlf数:91回 月更数:89111叫 又率:97.8%

*評 価結果 いF均)

問l

a.4

4

)
]

.
4

問2

1.:3

問15

問3

4.3

問4

3.4

一一

問5問6
「

4.1

問71f17・1

4.0 :3.8…4.引
1

問1Ei 問17 問18
-一一

3.8

問10

3.9

問11

4.1

問12

4.3

問13

3.8

*評 価 に対 するコメン ト

生命科学1コ ーデ でネー クー 上 口 勇 次 郎

本ffllは 生 物 学 を1体 と した 講 義 で 、 生 命 科学11-＼1の 基礎 とな る導 入 コ ー7.で あ る。 昨{1'と 同 様 に 今

年 も、講 義 企山 の 総 台評価 で比 較 的 良 い 評 価(1.2)を 受 け た。 しか し、 入試 理 科 で 物 理 を選 択 した学 生 達

か ら[生 物Jl履 修 者 に 対 す る配 慮 が 足 りな い」、[講 義 内 容 が過 大 であ る」、 「ス ラ イ ドの 内 容 をプ リン1一と し

て 配 布 しほLい1な どの 指摘 を受 け たの て 、 講 義 内 容 に さ らな る 工夫 ・改 良 を加 え る必 要 が あ る(特 に… 部

の 授 業担 当 教 員)。 ワ∫、 「医 学 部 ら1い 上い 講 義 だ った1と の 感想 もあ り(高 校 生 物 履 修 者?)、 そ れ らの

ギ ャ ・ゾ ノを ど う埋 め る か が難 しい。 人試 埋 科3科H指 定 制 や リ メデfア ル教 育 の 実 施 な どの 検 討 が急 務 で あ

る。 室た 、時 間 割編 成 に つ い て、 「7:L._ト リア ル期 間 中 は 週1の 講 義 、 そ の 後 は週7コ マ の講 義 で は困 る 」

(後'r、 白学 自習 か 間 に 合わ な い ま ま試 験 に突 人;病 気 欠席 び)穴が大 きい)の 指 摘 も受 け た 。 この 問題 に つ

い て は我 々も以 前 か ら苦 慮Lて お り、 教 育 課 程 編 成 委 員会 へ 全 体枠 で の 改 善 を要 求 す るつ も りな の で 、 い ま

Lば ら(時 間 を 宅,らい た い。

20



1

科 「i名:社 会医学 基礎 川(医 学科第2学 年前期 必 修)

覆修 者数:Hfi配 布数:8fi回 収数:84回 収率:97.7°0

*評 価 結 果 いF均)
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問
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*評 価 に対 するコメン ト

問 「一「-rp7「 問9

'3.8'3.8

10

7

問

3

11
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問

3

間12

.3.S

社 会 医 学 基 礎lllコ ー デrネ ー ター 田 中

13

7

茸
口

3

」1岡

本科 目で は、 医 学 科2年 牛 を対 象 と[.て 医 療 コ ミ⊥5』 一シJン の 基 礎 を講1皮1た 、,評価 に つ い ての コ

メン1と い うこ とで ずの で申 し ます が 、昨 イ1度よ りも かな りポ イン トが 上7i .ま 〔.た。 こ の こ と臼 体は 受 講

者(ノ)側グ)7000程 ぴ)満足 度 と捉 え 、 まだ ま ノ三改 善辺)余 」也あ りと感 じて い ます。 す な 才)と)、講 じた 名σ)㍍場 か ら

は50%の 出 斗(とい う と ころ で ず。 前 回 との 相 違 は 、 本イ1度は 現 時 点 で も っ と もノ『ラ ン スの 取 れ た 内容 の 教 科

E厳 選 〔た こ と、 この 内 容 を理 解 す る た め の 社 会心 理 学 の 分 野 や応 用 可能 な言 語 理 論 分 野 か らの 多様 な

テ 髄一r.、 実 際 の 医 師 と想 者 び)対人 コ ミコ=ケ ー シ"iン の 背 景 に関 連 つ け た こ と、毎1"1の トビ リ7を 簡 潔 に 、

虫た 、定 義 つけ るべ き と ころ は で きる だ け漏 ら 、茎ぬ よ うに 配 慮 した こ と、 ス シ リー ン に映 し出 し1説1男d一イニ)内

容 右凸す べ て プ リン トにLて 配布Lた こ とな 、ビか あ け られ ます。 結 局大 部 な もの とな1)ま したが 、 将 斗(に役1ン:

て て も らい たい もの で す。

居
帆鱒 曝 繍 煎 調 騰 饗 耀 繍

科li名:医 療 情 報 学(医 学 科 第3学{1・ 前 期 必 修)

履 修 者数:1〔):;配 布 数:1011日1収 数88 【口1刈又率:87.IQ'0

*ri・Ffrrri糸占 果(・iノ=」 でり)

1::1鷹覧膿 間湖 晦 胆湖 問10「 問11問12問13

3.91:3.!31:3.iI3.9

1←15… 問16
一一-罪問絆 壁 」

*評 価に対するコメ ン ト

医 療 情'(tit'i・ユ ーデ 梓 一7・ 一 廣 川 博 之

1ケ1療情 報学 は昨 年 と同様 に、D[う1療 情 報 に関 す るt,礎 理 論 、2)医 療情 報 管理 、:Dヒ'J;療 経 済 、D医

療 情 報 の 什 会 医学 への 応 用 の1つ 〔ノ)テー・マ て 構 成Lた 。 こ ね らは い ず れ も医療 情 報 学 で扱 う重 要 な領 域 て あ

るが 、学 牛 諸 君 か ら授 業の 時 期 がllトナきる 、 とい っ た指 摘 を い ただ いた 。 臨 床 医学 を学 ぶ前 に開 講 され るた

め 、1甲鰹rしが ノニい 面 があ 一、た か と思 才)れる。

問5-14の 項 目は すべ て3点 台 て あ っ た昨 年 度 に比 へ る と、 いず れ も評 価 がL昇1一 て い る。t一かt、 科H

内 容 の項 日は 今年 繍 受Lい 評 価 て あ り、 来 年 度の 授 業 内rの 参 考 に した い。

また 、授 業 か終1'し一てか ら試験 ま で の 期間 か 長 す ぎ る との 意 見が 複 数 あ 一}た1,今 後 の検 討 課 題 と1た い。
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科[名:臨 床医学 序論(医 学 科第3学 年 前期 必修)

履修 者数:IOR配 布数:101回 収数:91回 収率:90.1%

*壽・ド伯面糸占果(平 ・均)

問1

33

問14

4.0

問2

例

爾 一
4・313・8

問16

問1

:34

問17

問5

1.〔}

1間6問7

4.14.0

問18]

問8

4.0

01目日

04

問11

3.9

問12

3.9

問1・1

1.0

*評 価 に対 するコメン ト

臨聯 ・学序論ユ ーデ でネー7一 奥 村 利 勝

昨 年 度 か ら新 規 に開 講 され た臨 床 医 学 序 論 は 、 初 年 度 コア カ リキ 」fラム にそ 一,て医 の 倫即 や イン フ ォー ム

ドコ ンセ ン ト、 医 療 安 全管 理 な どで 構 成Lた が 、 カ リキ ュラ ム が ・新 された こ とにlgrい 、 よ り低 学 年 や同学

{「度 の 他 科[と の 弔 複 が 多い との 学 生 か らの 意 見が 多 く、抜 本的 に改 変Lた 、,本年 度 か らは臓 器 別 系統 講 義

に 先 、レニt,、臨床 医 学 の 全体 像 を 人 き く捉 え、 各診 療 科 が どの 上 うな 考えの も とどの1二うな 事 を 行 って い るの

か を知 る'hをH的 と し、臨 床 各分野 か ら 「内 科 学 とは 口 外 科学 とは 」 とnっ た 各分 野 の 総 論 の 講 義 を お願

い[た 、,講義の 椚 質 卜、試 験 は そ ぐわ ず 、 出 席 とレポ ー一ト(興 味 を持 っ た医 学 領 域 に つい て 記 載 せ よ)て 評

価LたDレ>r-一 卜存 み る と、 多 くの 学 生 に 勿領 域 の インパ ク トが あ り、特 に麻 酔 蘇 生 科 の 守 備 範 囲 の1ムさを

認 識 し.た学 生 が 劣か'・た 。 学 生 か らの 授 業評 価 は 総 合て1.0て あ り、 他 科 目 との 屯複 の 指 摘 は な か ・た 、、 来

年 度 も1"」様 な講 義 を構 築 して い く、、

、繍

科 目 名:臨 床 放 射 線 学(医 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

履 修 名数:101配 布 数:1011111収 数:91回 収 率:90.1%

*,{斗三f曲糸占果(・r均)

問1

:3.

1問14

1・.・

悪⊥1量
問4

a.2

魍卿 坦7

9
亀

∩
コ

日

う
]

日

慰
5

1

18

問

3

問

問10問II

2.7.3.1

1:馴脚

*評 価に対す るコメン ト
臨床放射線学・・一デrネ ー クー 油 野 民 雄

臨 床 放劇 線学 は 、 放 射 線 診 断学 、 放 創 線 治療 学 、 核 医学 おkびIVRよ り成 り ウ.って い るC)放 射 線 ・放 射能

を利 用 して い る た め 、 医療 放射 線 の安1'防 護 の 観 点 か ら も、 放 射 線 物 理学 おkび 放射 線 生 物'fctノ)知識 か1く"f系統 別満

欠で あ る.こ の よ うに 、 臨床 各科 と関 係 す る学 際 的 な領 域 の た め 、 臨 床 検 査学 と と もに、 臓 器 別 ・

義 とは 切 り離 され た 一つ の 独1/.た 講 義 と して存 右 ずる。 一方、'1扶 学 の教 育 方針 は統 合f十目を基 本 ノ∫釦 ト

Lてr;り 、 ≦kた臨 床 放」}1線学 で ケえ1'・れ た時 間 数 は15時 間 に 制 限 され てい る。 この15時 間 の 講 義 て 放射 線 医

学O)F_て を行 うの は 困 難 で あ り、統 合科 目の 中 で い(つ か与 舜 られ た 時 間 数r,一利 用1て 、 よう や く放射 線1り、

学 全 般 の 講 義 か 成 り 、Zって い る こ とを∫甲解 して いた だ きた い 、,即 ら1fl前 期 の 生 命科 学Iiで 放 劇 線 物押 学 、

放 射 線 生 物 学 が 、 統 台科N＼1で 臣 用 生 体L学 の 環 とiて 放射 線 医 学 に関 連 した重 要 な 応 用 ⊥ 学 が 行 わ れ

て お り、 この よ うな 知 識 の1:台 のF.に 、 ま た その 延 長線 上 として 放 射 線 ・放射 能 を 用 い た臨 床 か成 り立 一,て
い る、,1た が 一,て、こ♂)講義終 了 後 の試 験 は 、放 射 線 医学 に 関 す る 知識 の 習 得 を碩 認 す る最 後 の 機 ≦ミの ため 、

放 射 線 医 学1》般 にL工って 実 施 して い る。 学 生諸 召 か ら得 られ た 評 価 は 、 これ らの 点 に 関 す る もの が 多(、 当

然 の こ とな が ら不 評 で あ るV放 射 線 医 学 を担 当 す るL響隻任 者 として 甘nて 受 け た い,,1か し、 講 義 の な か に
は ス ラ 伺 ごを流 ずだ け び)もの もあ り、 ぜめ て プ リン トも配 布Lて 欲1い との 要 蛆 は 当 然 であ り、 この 点 の 改

1吃には 努め るつ も りであ る、,
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科 目 名;臨 床医学概論 皿(医 学 科第4学 年前期 必修)

履修者数:98配 布数:98回 収 数:89回 収率:90.8%

*評 価結 果(平 均)
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*評 価 に対す るコメン ト

臨床医学概論inコ ーデ 梓 一クー 奥 村 利 勝

木年度 か ら新 規 に 開 講 され た臨 床 医 学 概 論 皿は 、 他 科 目て は 行 わ れ て い な い が 、臨 床 医 に な る に あ た って

是非 知 っ て おい てほ しい 領域t,一 心 に構 成 し た。 これ ま で、 コ メデfカ ルが 白身 の 業務 内容 を紹 介 す る場 は

学 部 教 育 には な く、 私 自身 も学 生の 問 に、 この 講 義 が あ れ ば 、 卒後 役 に 立 っ て い たの に との思 い もあ っ た。
/〉回様 々な コ メデ ヂ〃ルの ノ∫(看 護 帥

、 保 健 帥 、 臨 床 検 査技 師 、 薬 剤 師 、理 学 療 法1=、 管 理 栄 養十 、放 射 線

技 師 、臨 床 「学 上、 メデ ィカ ル ソー シャ ル ワー カー)に 、 自身 の業 務 内 容 と医 師 との 関 係 を お話 【て い ただ

い た.授 裳評価 は総 合評 価3.6と 高 くな い が 、 これ は コ メデ ィカ ルの ノゴ以 外 の 、私 の 講 義 も 含め たIII.て 評

価 が低 か 一・た もの と反 省1.て い る。 コ メデ ィカ ル と医 師 との 関 わ りを理 解 す る事 はチ ー ム 医 療 の 観 点 か ら も

必 ず将 恥役 、ン1つと確 信 して い る。 講 蔑 の 桝;,卜 、 試験 は そ く『わ ず 、 出席 と レポー トで評 価L六 二u来 年 度{,コ

メゲ ヂ加 レの 部 分 はlnJ様 に継 続 して い く。

縢熱 灘纈 灘 囎 顯蹴 醸 ■騰 聯 圏欄 鰯■ 撒 灘縢 撒 ㈱購

科 目 名:臓 器 別 ・系 別 講 義1(医 学 科 第,,,,学 年 前 期 必 修)

履"弩 苦 数:106酉 己布 数:105回 ⊥1又数:9111ll叫 又率:86.7`)㎡

*、i、詳f山1糸占 外ミ(、1乙均)
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問14
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問151問1・ 問17 問18
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*評 価 に対す るコメン ト

臓 器 別 ・系 別講 義1コ ・一デ ヂr・一γ一 菊 池 健 次 郎

循環 器 ・呼 吸 器 を 内 科 ・外 科 ・小 児科 領 域 で 綱 羅 し45月 で終 了す る臓 器 別 ・系 別1に 対す る学 生 の 訓`価

は 、あ る程 度 妥 当 と認 め ざ る を 得 な い。 カ リキ コ ラム は 、 基礎 か ら臨 床 、 総 論 か ら各論 へ 展 開 す る ように組

まれ て い るが 、1週 間 に数 度 の 講 義 が集 中 す る場 合、[常 臨床 業 務 や 出張 ・学 会 な ど でお 忙 しい 先ノ1'ノ∫に 、

カ リキ ・Lラム どお りの時 問 を空 け て いた だ くこ とは 困 難 を 極 め 、結 果 と して総 論 ・各論 の 順 序 の 逆 転 が 生 じ

る な と、 学 牛 の 混 乱 を 招 く要 囚 とな って い る。 集 中的 に終 え る こ との デ ズリ ・ノトと!て 認 め ざ る を得 な い。

講 義 内容 と試 験 問 題 の 解離 、 プ リ ン ト内 容 の 充 実 を 求 め る 声 、学 生 の レベ ノレを超 えた 難 解 な 講 義 に 対す る意

見な だは 、 それ ぞ れ担'「1の先 牛 与に ソf一 ドバ ・・ツして 改善 を 求め た い。 た だ し、 学 生 諸 召 自 らが 努 力す へ

き点 も ～51、 最 論の カ リiラ ム捕 用 を いか に 〕指 す べ きか に つ い ては 、 学 牛 の 声 を1%1に 踏 ま えた トで、

次f「度 に向 け て 前 向 きな改 善 策 を講 し るべ きで あ ろ う、,

_」
O
D

一リ
巳



科 目 名:臓 器 別 ・系別講義咀(医 学科 第4学 年前期 必修)

履修」苦数:100配 布数:97回 収数:83回 収率:85.6%
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匿L問15問 怖

*評 価結果(平 均)

問 問3

34.1 鳳
問17

問51問(
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*評 価 に対 する コメン ト

臓器別 ・系別講義、脚 … デ梓 一 クー 岩 崎 寛

この 科 目は 、 整 形 外 科、 麻 酔 蘇 牛 科、 救 急 医 学 講 座 で 構 成 され て い るり 全体 的 な 評 価 は 良 好 と 考え るか 、

試験 問 題 の 分H.が 多い との クレー ム が 目に つ いた が 、 全分 野 か らの 出題 とな る とこの よ うな 分 鼠 とな っ た か

今後 検 討Lた い、、

麻 酔 ・救急 部 門 は講 義 の1冊 ∫を用 意Lて いた が 、 整 形 は プ リ ン ト配 布 の形 態 とな,て お り、 今後 冊f化

な進 め て い くこ とを 考え て い る。

(

臨 ㈱ 織■ 鰍 謹 闘 鰻 灘臓 ㈱ 羅縢

科 目 名:生 命科学N(医 学 科第2学 年前期 必修)

履修 者数:86配 布数:86回 収数:79回 収率:91.9%

*評 価結果(平 均)

問1

3.0

問14

3。7

i田2

`i.7

問15

.,
nJ

I3 .7■ 伽

　
1問5

3.Oa.9
し ヒ

問16問17下 蔽 「1

問・ 問ヱ迦 ・
:3.83.81.0

　
問9問lo

:3.5:31

1-1

問11

'3.7

問12丁 両13

3.fi'3.(i

*評 価 に対 する コメン ト

生 命科 学N・ ユ… 指 ネー ㌘一 高 井 章

● 抑 当 教官 の 講 義 の 進 め 方に関 す る設 問 であ る問5一 問11に つ い て は、 同 じ ア ン'r-1-Ftl紙 で 行3た 昨i{度

の 結 果 と比 べ お おむ ね0.1-0.3ポ イン ト高 く、 平均 で も:1.fiから:3.iに 上 冒 した こ とか ら、 全 体 と/て 、 本

実 習科 日が昨 年 度 以 士 の 成 果 を収 め た と学 生 に 評 仙 され た もの と 考え られ る。 ただ し、 ・ト科Hか ス ター1

Lたsnna年 度 の ア ン ケー・ト結 果の 対 応 す る設 問 に つい て の ㌧「均 ポ イン1一が1.2で あ ・たの に比 べ る と、 今

年 度 の 糸課 は 若+持 ち な 才5した もの の 、 や や 見劣 り一3一る こ とは 翻 ・な い0げ 二だt、'?00.3'fi度 の ア ン ケ・一

卜用紙 は 、';001、'?005度 とは問 の 内 容 と順 序 が 微 妙 に 異 な る)

● 「理 解 の しや す さ」 に つ い ての 問10は 咋 年3.3ポ でン トで最 も低 か った が 、 今年 も3。4ポ イン1一とや やlit

Lた もの の 最 低 にrr.た 。,,体 とLて 講 義 の 内 容 が わ か りに くい とい う印 象 は まだあ るkう て あ る。

●[白 由 記 載 欄」 に}1}か れ た意 見に は、 昨 年 度 同 様 、 学 習 内frの 分 量 の 争 さ、試 験 の 難 しさに つ い て の もの

が ほ とん ビて あ 一,た。 い か に して、 豊 富 な 内容 を 要領r.く 教 え るか 、 とい う点 に な お 一層`ノ)-isか 求 め ビ、

才t-ct・!J」之・ラーc、右～!:)o

1
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科 目 名:健 康 教 育 論(石 護 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

履0弩 者 姿女二:70酉 己イlj数:70i口i現 又数:7{〕 回 収 率:100.0%

*高 平三fr廿i糸1ll渠(・F均)

問1 問10

4.0

問111問ll「 「商B

4.0 3.9 .3.9

「牌 陣 轡 一1問17問18

*評 価 に対 するコメン ト

馴 徽 育論 コ ー=,'f7.一 クー 望 月 吉 勝

参 〃llllll授裳 を意 図 してPeerLecturer'活 用Lて1ぎ た が 、今年 度 も説 明 グノレ ーゾ11二質 問 グル・・プ ろ'害llり振 り、
'拍而学 習の う え

、 授 業時 に 発表Lて も らう こ とを繰 り返 し行 い ま した。 説 明 物 レー プ に は 、保 健 医 療 の 専門

家 て は な い 人に 分 か り 易 く、図 解 な どを ま じえ な が ら説 明 す る よ うに と指 不t.た だ け て/.た が 、ホ ワ イ トボ ・一

ドに 図 解 ・人 きな紙 に描 い た もの を追hll-・Pぐ)werP〔lintでの 図解 を追 加→PowerPoilltσ)動1向 機 育hを活 川 と、

前 の ケルー'〃)1『 たを加 え た り、 情 報 リテ ラ/一 で学 ん だ 、二11二を 活 用 す る な ど 、創 層、1,夫が 見「・れ よ したQ

質 川 グルー プ も'1榊ノは 枝 菓末 節 な質 問 が あ りまt.た が 、段 々に要 点 を とら えた 質 問 をす る よ うに な りまLた り

:1ミた 、保 健 医療 の 専 門家 で な い 人 を 対 象 と想 定Lた 健 康 教 育 教 材 づ く りを グルー プ で取 り組 み 、 中 川 発表 で

教 材 とLて 優 れ て い る点 や改.Y,:を要 す る点 を指 摘[あ い 、 改 良 の うえ最 終 発表 会 を 行 い まLた 。 こ うLて 繰

り返L演 じる こ とに 」こり、知.,て い るだ け でな く、 相rに 伝 え て理 解/て も ら う ため の スキ ノレ習 得 阿1指/

雲Lた 。

鰍 附 '・ 籔 ・
も欝 臨 ,｠ ・■' ボ 謄 稗 ,,;,磁

「一 』=… 一
実習企画

あ な た 自身 に つい て

実 習(演 習)。hlhl

`糞三習(～ 寅習)「 勺'容

実習 噛 習)環 境

価平
一
一
目
一

八
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恋
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問
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問

問

問

問
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問

問

問

問

問

問

問

問

問

(または演習企画)に 対する学生評価
トド前 に 配 布 され た 資 料 を読 むな と 予習 を1

.ま[.た か,、

実 習(演 習)に 毎 回 出席Lま した か 。

実 習(演 習)に 積 極的 か つ 真面 目に 参 加 〔 ま1た か、、

実 習(債 習)の 目的 は 履 修 要項 や カ でiン スて 明 確 に 示 され 虫1た か、、

実 習(演 習)は お おむ ね ス ケ ジ コーワレに 沿'・て1」わ れ よ した か。

学 生 数 に 対[て 指 導 担'1倍 数 は 適 切 て/た か。

指 導担 当者 は適 切 な指 導 能 力を備 爵て い よ した か。

指導 担 当 者間 の 連 携 は 適 切 でLた か 。

珊 ・曙 圃 勺割 瀾 連する講翻]納 容と対応がとれていよしたカ■
。li前に配 布 され た資 料 は

、 実 習(演 習)を 進 め るLて 役 、レらま[た か、,

実 習((dli1に よ ・て技 術 右`十分に 習 得 す る こ 、【二が で き 虫[た か、、

実 習(演 習)内 容 の 鄭 易度 は 適IJ」で した か。

課 され た捉 出物(レ ポ ー トな と)の 量 や 内容1よ適 切 でLた か、,

実 習(演 習)は 今後 の 学 習 へ の 意 欲 を増 す 内 容 で した か。

実 習(演 習)用 の 設 備 ・機 材 ・用 只な どは性 能 とmod)面 で ト分 てし たか 。

安 全 に 対 す る適 切 な 指 導 と配 慮 か な さ才[てい まLた かO

学 牛の 人権 に 対す る配 慮 が な され て い ま1た か1,

1問iRこ の 実 習(演 習)は 全 体 と1て 満 足 で き る も の で し た か 、,

.・ 強 くそ う 思 う(非 常 に 良 い)

や や 思 う(良 い)

,ビち ら と も 百2な い(dGb通)

あ 雲 り そ う 思 わ な い(あ 実1)良 くな い)

1全(そ う 思 わ な い(良1な い)

」

25



科[名:基 礎医学実習 π(医 学科第3学 年前期 必修)

履 修 者数:102配 布 数:102回 収数:99同 収率:97.1%

*評 価結 果(平 均)

隠

膿

驚璽 丁鷹

馴囲

聞11問12

4.14.0

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

某礎医学実Tt一 デ ィネークー 同 井 早

・昨年まで第2学 年前期に45コ マで実施 していた 「人体生理学実習1を 、昨年度から第3学{1『● 本科 〕は、

前期に移動 し9〔〕コマで実施しているものである。内容的には、従来通り1人 体生理r.実 習1と して実施し

.輔 鱗 灘 簾 鹸 欝 醗 鵯悔1{糠;!麟 総 購 艦1齢,を 甑 今年度は,
最 低 で も3.5を ド「ibた 項 目は な く、 特 に 設 問15はO.3ポ イン トの ト昇 の4」 で1全 体 と して 満 足 」 と感 じ

た学 生 が 多か'、た とい え る。

● 昨 年 度の 「臨 床 診 断r技 デ モ 」 は 教 員 ・学 牛 双方 か ら実 施 時 期 な ど に関 し不 満 の 声 が 多か っ たの で 今イ1度

購保竺響懸 謙感惚鱗翌臓 皆舗観腔琉 胞贈1糠駆麟齢輪 醒篇ケ鵬 樗鶏 乙舗四1離 こ'更τ難
習f縫譲嶺:あ矯!㌔寄賀与㍍1;繍II蟷筏

人気)が 低 くな る傾 向 が あ るの は や む を 得 な い と ころ で あ ろ う。

● 実 習 終r後 に例 年 通 り筆 記 試験 を行 った が 、 これ も実 習 に割 当 て られた 期 間 内 に 実 施Lた 。 こ れ は か な り

好評 だ っ た よ うで あ る。

臓鰯 燃 ■灘 ｠ 雛 ■幽 灘■懸 灘 ■縦 遡■ 灘 灘 臨

科 目 名:生 命科学実 習珊(医 学科第2学 年 前期/必 修)

履修 者数:8f;配 布数:8fi回 収 数:80同 収率:93.0%

*評 価結 果('1'均)

馴1糊

陶1圏 物16

問4

4.0

問5 問

X1.3 3

問17

4.OI1.0

　　
問181

3.9

a.s

問7

4.0

問9

s.s

問可 可工一
4.0:3.9

問12

3.9

問1,3

.3.8

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命科 学 実 習 、川コーザ でネー ター 中 村 正 雄

新 しい カ リキ 」Lラム の ス クー トに 合わせ 、生 命科 学 実 習X911を構 成 した経 緯 と、そ の 間 題 点 を 咋 年指 摘[た 。

今年 度 の 評 価 は 、 生 命科学 実 習N皿の ね らい を評 価 し意 欲的 に取 り組 ん で い る が、 生 命 科学 実 習X111の構 成 の

整 合枇 と教 員側 の 態 勢(人 員 、 設 備)は 不 卜分 であ る と とれ る。 これ は ア ン ケー トの意 見 と一 致 して い る。

生 命科 学 実 習 、mでは 、 レポ ー トを 含め た 科学 的 な表 現 能 力の 向1.目 指 して い るが 、 これ らが過 重 な 負担 と

とられ て い る。 生 命科 学 実 習 、iuの構 成 トの 改善 お よ び実 習 の ね ら い を 、魯 度学 生 諸 君 に 説 明 す る必 要か あ る

と 考え る。
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一

科[名:生 命科学実習1(医 学 科第1学 年 前期 必修)

履修 者数:92配 布数:911・1収 数:86回 収率:94。5%

*評 価結 果(・F均)

川1 問2 問3 問41問 ・唾 一一問7-

4.7

問8

4.4

問9

4.1

問10

4.43.3 9.4
一

4.fi
1

1.44.64.0

問11

4.0

問12

4.1

IFIyl^PCIy3

4.24..3脚 鴇

*評 価に対 するコメン ト

生 命科,・f・実 習1コ ー デ でネー ター 上 口 勇 次 郎

この コ ー-r,は 、医学 科学 生 が 人学 して 最 初 に取 り細 む 実 習 科 目で あ る、学 生 の 自 己評 価 で は、 出Lti(問2)

と積 極的 か つ真 面 口な 参bll(問3)の 評 価 が高 く、 教tlも この 点 は学 生 の 自 負す る とお り と高 く評lilllして い

る。 ∫ン習 が 不 卜分 と い う学 生 の反 省(問1)も11年 の こ とだ が 、 この 点 て の教 員 の指 導 は ま だ うま く行 っ て

い な いり 実 習計 画 、実 轡 内 容、 実 習 環 境 な ど教 員側 の 企画(問4-17)の 点 で は 、昨 年 と同様 に学 生 の 評fllll

が 比 較 的 高 く、 総 合評 価(問1R)で4.5と い う評 点 だ 一)たの で 、 今後 も 基本 的 に は 現 行 の 実 習 形 熊 を続 け な

が ら、 小 さな改 論 を積 み 重 ね て 行 く予 定 であ る。 実 習 と講 蓑 内 容 の 関連 性(問9)が 小十 分 との 指 摘 を昨 年

受 け た が 、 今年 は い くぶ ん 改 善 され た(3.7・4。1)n自 由記 述 欄 に 「実 習 を週2回 に し、 ヴ コー ト リア ルの

自習 時 間 を減 ら1て ほ1い1と の 希里 があ った が 、これ は 左学 全 体 の カ リキ コ ラム 構 成 に 関 わ る問 題 で あ り、

教 務 委員 会 て(/)議論 をお願 い した い。

● 灘 灘■ 黙 購■撚 繍 願難 獺 ■轍 辮 ■懸 灘闘 撚 徽 ■

科 日 名:生 命科学 実習V(医 学 科第2学 年前期 必修)

履修者 数:86配 布数:86回 収数:851111収 率:98.8%

*評 価結 果(平 均)

問1

3.0

問14

,3.fi

一

問2 問3 問4i問5 問6

!贈lI
問91問

i

3.813.
1

4.8 4.0 ,S.8i3.6 ,3.9

川15問16問17問18

:3.84.03.93。7

間11

3.5

問12

3.9

問13

3.7

*評 価 に対 するコメン ト

生命科学実習、・ト デ ィネー クー 高 橋 雅 治

学 生 自身 に つい ての 評価 で は 、「積 極 的 参 加 」 と1取 り翻 み 」 が 高 か った が 、 「予 梱1の 評 価 は 低 か った 。

今後 は 、 予習 の 指 導 に つ とめ た い。

また 、実 習 の計 画 、内容 、環境 に つ い て の評 価 は 、 全項 目に つ い て 「浴 劇 か ら1良 い 」の 範 囲 で あ った 。

評価 が比 較的 高 か っ た項 口は 、 「指 導 者 数 」、 「難 易 度 」、 「安 全1で あ った 。 この こ とか ら、 実 習 全 体 の 難 易

度 や指 導 者 の 配 置 等 は適 切 で あ っ た 上 う に思 わ れ る。

方 、 評価 の低 か ・,た項 目は 、 「ス ケ ジ ュー ル1、1レ ポ ー1一の 量」、 「意 欲 」 等 で あ っ た。 また 、 白由 記 載

欄 で は、 † に社 会 学 分野 実 習の 必 要 性 や 弔 要性 が 理 解 で きな い とい うコ メン トが 多か った 。 さ らに 、 咋 年 度

も、心 理 学 分野 と社 会学 分野 の 評 仙 を分 離 して ほ しい 、Il二占 う意 見が寄 せ られ て いた 。 これ らの 原 因 は 、 心

理学 、社 会 学 、 公 衆衛 生 の実 習 を ひ とつの 科 目に ま とめ て い る こ と、及 び 、社 会 学 分野 の 実 習 内 容 が い まひ

とつ 整理 され てい な い こ とが原 因で あ る と思 わ れ る。 今後 は 、 社isI分 野 の 実 習 内容 の 見直 し、 及 び 、 本 実

習 全 体の 構 成 の 見直 しをf!っ て い き た い。
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科 日 名:基 礎 医 学 実 習v(医 学 科 第3学 年 前 期 必 修)

履 修 者 数:1〔}3配 布 数10:31・II収 数:95回 収 率:93.206

*評 価結 果 いト均)

圏 驚1陛1

岡1砦i砦

　1昌15
1π目6日 目7

-一 一一
14 .54.21.3

問8問9

4.14.1

問1・1問II閲12問1.3

4.417.1!1.〇 三i二5

問!72問18

3.71.1

*評 価 に対 するコメ ン ト

基 礎 医,:,コ ー う塗 拠一7一 立 野 正 敏

昨 年 と 類 似 し た コ メン ト を い た だ き よLた り 人 別 す る と

1)ゾ レ パ ラ ・一トの 貿 が 悪 い 。2)基 礎1と 関 連Lた 実 習 に し て 欲 〔.い。3)臨 床 系 講 義 と関 連 し た 実 習}・=

し て 欲[い 、、4)実 習 と試 験 との 間 が あ り ず き るUな ど でLた 、,

HIf卜 度 か ら 少 し ポ,、 標 本 を 交 換 し て'趣 ノ)良 い も の に 変 え て は い ま ぜ曽が 、 数 か 多い た め な か な か 進 パ て い

ま せ ん が 努 ノ■ て い き ま す 。 基 礎1あ る い は 臨 床 系 講 義 と 関 連 つ け る に は カ リキ コ ラ ム の 関 係 で 無 理 か あ り

ま す.む し ろ 基 礎1で ゃ っ た 内 容 を 再 度 学 習 す る よ う な 気 持 ら て 実 習 を 行 っ て い た だ き た い 、レ思 い:セ す 。 虫

た 、 臨 床 系 講 義 で 興 味 ろ'覚 え た な ら 病 理 学 教 室 へ 来 て 棟 本 を み る こ と も"∫ 能 で す し 、 細 織 か 臨 床 所 見に 」二の

1:う に 反 映 す る か(ま た は そ び)逆)を 自 ら 考 え る 必 要 が あ り 、r:す。 試 験 に 関Lて は 基 本1白 に 知1識 の 白缶 忍て す

ンウ・ビ,fllll時そ」・、てr{)ノう・よ 才・ノよ!・」)-C一よフう・、'γ=」.rノ)`ミイfし(f【旦(/)恥1・目)1二i)凸 己雄i'司魑ノくきC'Lt二 。

魍 麟 瓢 綴 灘

科tl名:基 礎 医 学 実 習W(医 学 科 ㌶う3学 年llit期 必 修)

履 修 者 数:10:;配 布 数10'3回 収 数:9fi回 収 率:93.2%

*II・1`flili糸占 果(・F」 ご」)

川1

1.'?

ノ
】

【'

r川 「臨 一
1.1-t,1

問3

4.4

問4間51問6問7問8旨 問9問10
-{

4.44.61.11.:31。21.21.1

　
口}jl621"117「i[fl]18

4.31.:31.:3

問lli問12問13

1.114.21.3

*評 価 に対 するコメン ト

基 脚1学 実 習 ヘコ=r{(_-7若 宮 伸 隆

実 習 開 始 時 刻 の 厳 守 、 実 習 中 の 服 装 や 履 物 に 関 β一る 規 律 の 厳 守 な お 、 学 生 諸 召 に は 、 実 習 内 容 以 外 の こ 、ヒ

に 関 し て も 様'・ な 注 迄 を つ け る 実 習 て あ 一,た か 、 多1の 学 牛 諸 君 は こ れ を 是 と し 、 授 業 奄 体 を 好 意 を 持 ・ド〔丁

匡塵・i・f面〔 て1れ/二 とf+i・うoj過 年 度 主 一(㍉ノ)評f面 に 散 見 、＼れ ノニ 「(fン キ ュ ・く一 シ コ ン'!李に よ る)'寒 習lil`ノ)待一ち14'r

間 が 長 過 ぎ る1と の コ ズン1一 は 影 を 潜 め 、1実 習 時 間 々 も ・と 長Uご 、 要 に 多(の 病 原 体 に 接 し て み た か

・た1と の コ ズ ン トか 複 数 あ_,た こ と も、 木 実 習 に 対 ず る 学 牛 諸 君 の ス7ン ス の 変 化 を 示Lて い る 、,今 後tt.、

実 習 内 容 、 実 習 ノ」法 の 質 の 維 持 とLxに 努 め た い と思 い ま 弓』。
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科h名:基 礎 看護技 術学TT(看 護学 科第2学 年 前期 必修)

履修 苦数:fiO配 布数:60回 収 数:57回 収率:95.o%

*高 平f曲糸占果(平 」勾)

「
ru問2

4.219.9

問31問4r

1.74.5

而源1問7-!

4.44.314.3

問14

4.4

i"115r7i6　　　　　ト　　　　　　　　　
・3・gi4.4

問17問18

4・1堕 」

1閉1

1問9
1問lo 問11

4.01.54.7

問12

4.2

問13

4.0

*評 価 に対す るコメン ト

基 礎 看・1轍術 γ 皿・・・・ご梓 一 クー 升 田 由 美 子

総 台 評f伽.1、 他 もほ ぼ1以Lの 評 価 を い た だ け た こ とに ・安 心 し てい る。 本科 目ては 、 フ でジカ ルア セ

ス メン トお よひ 注射 ・採 血な 、ビ石護 実 践 に 不 口∫欠 な 基 礎 看護 技 術h"f:習 して い る。 問2、3の 高 評 価 に 表 、さ

れ る よ うに 、学 生 自身 の 学 習 意 欲 が 高 く、 積 極 的 に授 業 に 参 加 し、演 習 を行 って いた 、,問10「 配 布 資 料 か 役

に 、ン1・・た1か4.7で(V))た.L体 的 に 学 習 を進 め られ る よ うに⊥kl権 料 を 作 成 した こ とが、 学 習 の ・助 と

な ・,たこ と を教 員 ・1・1..んで い る.ま た 、 問111技 術 を1分 に習 得 で きた か 」 に')い て は 、 講 義時 間 内 では

石。麓技 術 を体験 す る こ とに と、llまり、習 得 に は青'らな い とい う意 見が あ ったり ま'・た くその とお りであ るが 、

rJ`・ 度 石護 技 術 を体 験 し、 技 術 習 得 へ む け て の学 習 の 仕 方を学 習 一4'るこ とが 弔要 な の で あ る。 この学 年の

/i./i.さ/、dk(一ヂへ ・一ンJン 右滴 く持 ち続 け 、 今後 も看護 技 術の 学i習に取 り組 ん で も らえ る の で は な い か と期

lllし.てい る、,

醗 も 騰 膿 ・ 隠 鳳 ・」議: 購"

科 目 名:生 命 科 学'メ{習 ～1(医 学 科 第2学'f前1期 必 修)

履 修 名 数:86配 布 数:861111収 数:83同 収 率:t)fi.5%

一嗣1川2
1.31.f.

*.、r価 結 果(・ ド工呑」)

「 「 一一一一

問3

4.5 ll糊 滞1　 il　贈ll⊥蟹 勘 　j∵岬
問14問151問1・ ロ冒171間181

4.13.94.24.34.1

*評 価に対するコメン ト

生 命科 学 実 習11コ ー デr』 福7・ 谷 口 隆 信

問15(設 備 ・機 材)1'汐 トの項 〕は1点 以 トの 評 価 てあ り、 自由 記 載 右-拝見Lて も楽 し/Lで い た だ け た!う

で 、 ス7・ ・ノ 十嫉 た 来年1,1ヒ い う気持 らで す。 生化 学 の 実 習 は酵 素 を 自分 たt,で 精 製 し、 そ 才1を材料 に酵

素4刑 質 を究 め る・へ(ア ッセ でを や ・て い く没 取 りに な,て い るの て す が 、班 の 中 で う 圭 く・∫一 ム ワー'ノを

組 ん で 能体の 流 れ 々 見 失わ な いrう にiヂ に 分担 し て い く必要 か あ り ます、、 今回 は皆 さhI'習 を{,や ん とや

・て 要 領 」;(実 験 を進 め て い て 、 スJ/ソ ワ か らの 評f山も高 い もの が あ り ま1た,-r-一 ム ワ・一ク1、il欠療 の 現 場

で 左変 に 弔 要 なボfン トであ り、皆 さ!tは 将 来 良 い臨 床 除 に な1れ る だ ろ う と期 待[て い ます 。 機 械 類 につ

い て は確 か に κ朽 化 しCい ます か、 点 検 整 備 はBこ な,て い 玄 ずL、 分 光 光度 訓 な とは1台50ノ ノ円 は す る こ

とろ考 謳1ハ レ、 叫状 はIuに 員/容範 囲 てあ る と考 え て い ・セすQこ れ は臨 床 で も1[」じこ とc、 す へ て の 病 院 に

MRIや へ1】カ ノレCTは 備 才り,て い な い と思 い ま4』cそ こに あ る機 械 伺 .手に使 い 、 で きζ)範囲 で患 者 さ/しの

た め に叢 善 右'尽1す 、皆 さ!,か 左学 を離 れ た 時 に この 実 習 の こ と右'思い起 こLて 頂 きた い と存 じ 上ず。
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科 目 名:基 礎 医学実 習皿(医 学科第3学 年前期 必修)

履修 者数:10'3配 布数:ioa回 収数:90

厭 、.、巨4

囲 讐 叩野183」

*評 価 に対す るコメン ト

4.'3

牛 首 文 隆

基礎 医 学 実 習IHの 目的 は 、 動 物 や 漂 木に 投5・した薬 物 の作 用r,一観 察L得 られ た結 果か ら 妥'1/な結 論 を 考

察 す る こ とに 、ヒり、 薬 理 学 に 対 す る理 解 を深 め る こ とで あ る。 、二の た め 、 実 習 内 容 は 、 丸 ご との 動 物 を川 い

た実 験 か ら摘 出臓 器 を川 いた 実験 と 多岐 に わ た る。 今 回 の実 習 に 対す る評 点 は 、 す べ て の1'N目 て4点 以 トと

高 い もの で あ_,た 。 した が って 、 多 くの学 生 は 本実 習 に 対1.て 概 ね満 足 して い る こ とが 伺 え た。 ア ン,,一

調 査て は、 機 材 の 占 さ を指 摘 した 意 見が 寄 せ られ た。 最 新 の機 材 よ り も占典 的 な 機 材 を用 い た 方が、 測 定 原

理 や 薬 物 に 対 す る生 体 反 応 を理 解 しべ⊃す い場 合 もあ るが 、信頼{ゾ1の乏 しい 機 材 に つ い て は 、 順 次 新Lい もの

に 交換 して い きた い。 今 後 も よ り充 実Lた 実 習 を 目指 す た め に 、 い ろ い ろ な意 見を遠 慮 な く1き た く思 っ て

い る、、

■ 購 灘闘 燃 継 闘 灘 燃■ 燃 纒口 鱗 鰍 ■㈱ ㈱ 凹 囎圭

f・1・「1名:生 命 科 学 実 習 皿(第2学 年 前 期 必 修)

1霞"答～↑数:86西 己布 数:861ロ1耳 ～4数79

*,i斗三f曲糸占果(・r・均)

問1問21問3問4問5

3.64.a4.24.3

*評 価 に対す るコメン ト

回 収 率:91.9%

問7旨 問τ 「翫
　

4.14.0 閉∵…醗

生 命 秤 γ庚 習illコ ー=i-{{.一 ・r伊 藤 久

本年 度 も 各担Aの ご 協 力 を 得 て 実 施 し 概 ねFさ ん に満 足 頂 く実 習 が で きた か と思 い ます 。 ア ン ケー

ト調 査 に もあ るkう に 、 最近 は予 習 す る方 が増 ☆ 、 積極 的 な 姿勢 で 実 習 に 臨 ん で お り、 実 習 テキ ス トの あ ら

か じめ の 配 布 の 希 単 も寄 せ られ て お り、 改善 を は か りま す、,一部、 実 習 内 容 、 レポ ー・トに つ いて 難Lい 旨の

意 見が 寄 せ られ て い ます 。 これ に つ い て は 、iiiの わ か れ る とこ ろで す が 、 予 習 、 復 習 を す る、 担'1/教 員に

積 極 的 に 質 問 す るな とtて 、 各 自の 努 力に 上 り少tで も理 解 を深 め 、疑 問 点 を解 決1て ドさい。 何 年 かた っ

てか ら 見直 し して み る と、 自分 の 成長 か 確 実 に掴 め る は ず で す か ら心 配 は い りませ ん。 そ のfl亘、 い た だ いた

ご意 見、 要望 事 項 を取 り人れ 、 明 年 度 も よ り 上い実 習 を 目指 す所 存 で す 。
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,・ 強 くそ う思 う

IDや や 思 う

ど ち ら と も言 え な い(普 通)

[2あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)

ql全 くそ う思 わ な い(良 くな い)

体育実技企画に対する学生評価
問1授 業に 毎 回 出 席 し 主Lた か。

問2授 業 中 は積 極的 か つ 貞面Nに 実 技 に取 り組 み ま した か。

問3授 業 は お お む ね ス ケ ジ ュー ル に沿 って 行わ れ て い 雲した か。

問1履 修 要 項 は 適 切 な もの で した か。

問5学 生 数 に 対 して指 導 教 員数 は適 切 で し たか 。

問f,指 導担'1緒 川 の連 携 は適 切 でLた か。

問7各 回 の 事 前 指導 は 、実 技 を 行 う にあ た って 適 切 でLた か.

問8教 貝の 指 導 は 、技 術 を 向Lさ せ る う えで 適 切で した か 。

問9実 技 に よ ・て 基礎 的 な技 術 を習 得 で きま した か 。

問10要 求 され た 実技 の 難 易度 は適 切な もの で した か 。

問11実 技 用 の設 備 ・機 材 ・用 具な どは 性 能 と里 のlrllで ト分 で した か。

問12安 令に 対 す る適 切 な指 導 と配 慮 が な され て い まLた か 。

問13学 生 の 人権 に対 す る配 慮 が な され て い ま した か 。

この 授 業は 全 体 と して満 足 で きる もの て した か 。

(非常 に 良 い)

(良 い)

獺 搬■ 巌 聯■ 灘 ｠ 鴉繊

科 目 名:体 育 実 技(医 学 科 ・看 護 学 科 前 期 選 択 科 目)

履"毎 ～「変女:24西 己イrf数 ・23回 叫u数:22

*評 価結 果(平 均)

i叫 又捧宝:95.706

問1問2問3問1問511{JG問7問8

4.14.34.0:3.91.14.24.2

問・1師 問li

4.64.0

r716i」17r]18

問1?

1.1

r

5

目R

*評 価 に対する コメン ト

非常勤溝師 杉 山 喜 一

溝 義 内 容 と 〔L、Lと して球 技 や バ ド ミン トン、 スキ ー一を 中心 とす る スポ ー ツ活 動 を中 心 とす る実 技 の は

か、 適 宜 運 動 処方 や 体 力作 り等 を導 入 した.学 生 自身 の 健康 に 対 す る意 識 や体 を動 かす こ とへ の 欲 求 が 高 か

・,たこ ともあ り、 ほ とん どの 受 講 生 は 、授 業 に 対 して非 常 に熱 心 に取 り紐 ん で くれ た と思 うQ授 業熊 度 や 出

席 状 況 に お い て も特 に問 題 は み ド)れな か った。/》回 の 調 直結 果て は、:3.9-1.5の 範 囲 で 、 全体 の 評定 ・円勾 も

4以i二 の 評 価 が 得 られ た。 おそ ら く今年 は 比較 的 少 人数 に よる学 牛指 導 で あ ・た こ とや 、講 義 内 容 に つ い て

4、、あ る促 度学 牛の 要求 を満 た す もの で あ った とい え る、,たた選 択 に よ る スポ … ツ種 日 もあ る 私1度制 限 され、

ま た施 設 下備 の 関 係 で 予定 の 種 目か で きな か ・,たこ とか ら、 今後 は こ れ ら を改 善 して い きな が らて き るだ け

多 くの 学 生 の ニ ー ズ に応 え られ る よ うに 検 討L一て い きた い。 な お本 年度 か ら、 スキ ・一授a,が は ず れ た た め 、

:30コマ1単 位 とい うこ とでa内 容4,rリ ム 化 され た か 、 一部の 学 ノ1よりスキ ー1受業に 対 ずる 要望 か 強 く、

この 点 な ど も 今後(ノ)検討 課 題 とした い。
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⊥、る3月3日(圭)16時00分 よ り有護学科棟入 講義室におき ま して右誰i学科野村紀子教1受の退職1、一伴 し、

ます最終 講義肺びに歓 送式が執 りiJわ れま した。

当 日は 「有護 学科設豆の経 糸卑」と題 した最終 講義が人 勢の出席者 の中で/Jわ れ まL.た 。

また、 弓1き続 き行われた歓送 式では八竹学長 よ り歓送の辞 が述べ られ 閏係01ー よ り沢山の花 束が贈 られ

て出席者 の拍手 によ り大講義室を後にされま した。

〈最終講義

歓送式風景▽

最後のご挨拶△

名誉表彰 は、q」則 目標 によ る 「教育 吝 と して燈

秀な教員 を表彰す る制度 を創設 づる」 に基 づき、

本学職 員表彰規程 の揮用rl関 す る申合ゼ を改LLし 、

⊃年度か ら適用す ることにな りました.

受賞の対 象は、 学術 会議等 での発表 、専 門誌等

におけ る掲 載論 文の評価 が精 に高い とされ た場 畠

や教 自 ・研 究及び 診療⊥ に おい ご、特 に顕著 な功

績 があ った 場ご1などとな っておりまず,

去 る3月3円 に本学 は じめ ζの表 彰式が学 斥室

ぐ行 われ、 八竹学 長 から優 れ たω}究発表をiJ⊃ た

薬 哩学高萬座 を中心 と した研究 グル ブの代天 者 ご

ある牛 首教 授に表 章1状とaiuV/Ln[1[1が贈 旱 され ま した、

、応 獅 購蜘
ナ

つ ン レ 避 塑..

～観 帆 ㌦

∩

,
脚

1

瀞 「.,一 齢"聴
し
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慧藻孫クラブコンウ㌧陶
本 学の音楽 系クラブであ ります ブラス

アンサンブルのク リスマスコンサー ト

7年12月24日(土)に ギター

ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト

ミ平成18年1月23日

月)に それぞれ開催

されま した。

両 日とも入院中

の方 々や他

にも沢山

の皆様 が

来場 されて、

両クラブの演奏にも

が入った熱演が展開

されました。特に最終学年

である6年 生は最後のクラ

イベ ン トとい うこともあ り大

熱演で盛 り上が っていま し

外国人留学生冬季交流事業
陶葡撒糊欄1謄ロ 旧鳳■搦膳駈■陰r鷹 ㌦

r
レ

一判4

産

平成17年 度 外国 人留 学生 冬季 交流 事業 が,2月3

日(金)・4日(土)の 両 日にわ た り本 学 に留学 してい

る学生 とそ の家族 指 導教 員,関 係 担当教 職員 の計

19人 が参 加 し実施 され ま した。

この事業 は,北 海道 の冬 の スポ ーツ であ るス キー

を通 して雪 や寒 さの 中で の楽 しみ を知 って も らう と

共 に,留 学 生同 士や 留学生 と教 職員 との交流 を 目的

に,今 回で6回 目の 実施 とな りま した。

鞘 岬 隅囲
軍

△
を

」圏隔L.・

今 回 も初 級者 か ら上級 者 までが 満足 で きる富 良野

ス キー場 で行 い.午 後 か ら雪 が舞 う天気 で した が,留 『紳 細"耀

学生全 員が 元気 に楽 しめま した。

また,夜 は 自金温 泉の宿 泊施 設 で交流 会 を実施 し,

終 始和 や かな雰 囲気 の 中で,留 学 生が有 意義 な留 学

生活 を送れ るよ う情 報交 換及 び意 見交 換が 行わ れ ま

した。

(学生課)

:i:3



平成17年 度1年 のあゆみ

澗

BLS+AED

救命講習

古本市

開会式

競技風景

室内合奏団

入学式4月8日(金) 医学科入学者

看護学科入学者

看護学科3年 次編入学者

新入生合同研修会

4月18日(月),19日(火)

第31回 医大祭

6月10日(金),i1日(土),12日(日)

模擬店

第52回 北海道地 区大学体育大会

(分担種 目 弓道)

7月9日(土),10日 旧)

競技風景

音楽のタベ8月27日 仕)

合唱部

90名

60名

10名

手話の演習

体 験 コー ナ ー

フ リー マ ー ケ ッ ト

渉

表彰式

競技風景

ギ タ ー部

・)



平成17年 度1年 のあゆみ

㎜騰愚田噛一

解剖体慰霊式9月21日(水)

医学科第2年 次後期

編入学生入学式

10月3日(月)

外国人留学生

秋季交流事業

11月25日 ㈲

雪の美術館にて

学位授与式3月24日 仕)

優佳良織工芸館にて

国際染織美術館にて

旭川科学館サイパルにて

学生表 彰者

o平 成17年 度卒業者で学業成績が特に優秀な者(平 成18年3月24日(金)表 彰)

医学科 藤井 瑞恵,塩 田 義 彰

看護学科 服部 裕恵,松 本 恵 子

0独 立行政法人情報処理推進機構主催「未踏ソフトウェア創造事業」受賞者

(平成17年8月15日(金)表 彰)

医学科第5学 年 奥村 貴史

o全 日本かるた協会主催 第12回 全日本かるた大学選手権大会「大学代表の部」個人戦優勝

(平成17年10月11日(火)表 彰)

医学科第3学 年 田原 大地

o東 日本医科学生総合体育大会 ゴルフ競技 個人の部6年 連続優勝

(平成18年3月24日(金)表 彰)

医学科第6学 年 松尾 彩

:3ろ



本学が薦めている保険の概要は、下記の図のとおりです。

③ 嫌鹿 ・蜘鶴 合傑験A・4タ イプ ※3階 部分

内容

補償

金額

一

鐵轡 ・撫梅鰭償を2塒 闘禰償&針 刺し事故を補償

死亡補償金Aタ イプ500万 円Bタ イプ300万 円

対 人賠償Aタ イプG,000万 円Bタ イプ3,000万 円

対物賠償Aタ イプ5,000万 円Bタ イブ3,000万 円

針刺事故の予防 ・治療費補償1事 故500万 円

掛金

加入

の

是非

学生生活の しおりを参照 して くだ さい。一

看護学科/医 学科第1～4学 年 任意

医学科5・6学 年 全員加入(臨 床実習のため)

※学生教育研究 災害傷害保険及び医学生教育研究賠償

責任保険(医 学賠)に 加入 してい ること。

② 鷹齢戯敬潮嚇搬賠償貰鱒 《匪学賠)※Z階 部分

内容
蕉課中,掌 校行礁巾、遍離中に、他人にケガをさせた

り、他人の財物を壊したことにより被る法律上の損害

賠償を補償

補償

金額

対 人 賠 償1名1事 故1億 円

対 物 賠 償1事 故250万 円

掛金 6年 間4,800円4年 間3,200W※1年 問800円
一 一

加 入

の

是非

一一一}一

人学時金員加入

※学生教育研究災害傷害保険に加入していること

① 学生教育研兜災讐傷審保険(学 研災)※1階 部分

内容

一 一一

補償

金額

正課中、課外活動中、通学中及び学校行毒中に本人が

傷欝等の礁故にあった場合

死 亡補償金 正課中2,000万 円

課外活動中1,000h円

傷害補償金 正課中 治療[数4[以 上か ら

課外活動中 治療H数14H以Lか ら

入院lu4,000円
一一一

掛金

加 入
U)

是非

6年 間5,400円4年 間3,900円

入学時全員加人

詳細については、学生課学生生活支援係にお尋ね願います。

本学では、学牛諸君の学生生活及び口常生活に対 して

上図のような保険を用意して、加入を薦めております。

①学生教育研究災害障害保険(学 研災)は 、学生生活中

に負った本人の傷害等の保険です。全員加入としており

ます。

②医学生教育研究賠償責任保険(医 学賠)は 、学生生活

中に他人から損害賠償を求められた場合の賠償補償保険

です。全員加入としております。

③学生 ・生徒総合保険A・Bタ イプは、 日常生活24時 間

をカバーする傷害保険 と賠償補償保険です。

加入は任意ですが、医学科5・6学 年は臨床実習に備え

全員加入としております。

奨学生の

「
掌学生寅援機構
について

日本学生支援機構は、優秀な学生で経済的な理

由で就学困難な者に学資を貸与 しています。

本学では、 日本学生支援機構からの推薦依頼に

基づき、出願者の種々の条件を考慮 して選考を行

い、口本学生支援機構へ推薦 します。ただ し、 日

本学生支援機構では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定め られてお り、その資格があっても採用

枠の関係で推薦できない場合があります。

申し込み方法はインターネット(ス カラネッ ト)

によるによる申込みです。学生募集要項及び申し

込み方法の説明会を4刀10日(月)・11口(火)午 後

5時30分 から第7講 義室において実施 します。希

唄者は集合して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、学生課学

生生活支援係に相談して ください。

平成1$年 度 前期分授業料免除
及び延納 ・分納について

'F成18年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生課学生生活支援係から必要

書類を受け取 り、申請期間内に提出して ください。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

○経済的理由で授業料納入が困難であ り、かつ学

力優秀 と認められる場 合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が

死亡、又は風水害等の災害を受け、授業料納付

が著 しく困難であると認められる場合

なお、 このことについては、公用掲示板にも掲

示 してあ りますので確認 して ください。

また、不明な点は、学生課学生生活支援係に

問い合わせ願います。

中 請 期 間 在学生 平成18年3月31日(金)

(期限厳守)新 入生 平成18年4月13日(水)

※授業料滞納者の授業料免除申請は、受理で きま

せんのでご注意 ください。

一36一



授業料を2期 滞納 し所定の期 日までに納入 されな

い場合には、除籍 とな ります。

この取扱 いは、 平成17年 度か ら適用 されています

ので、平成18年4月1日 において授業料 を2期 以上

滞納 している場 合、平成18年9月30日 を もって除籍

とな ります。

以後授業料納期である6か 月ごとに適用されます

ので、授業料の支払計画をきちんと立てるようご留

意 ください。

(学 生 課)

・学生等のセ クシュアル ・ハ ラスメソ トの相談員は次の方 々です。

・任期は平成19年3月31日 まで となっています
。

☆一般教育 助教授 松 岡 悦 子

☆基礎医学 教 授 高 弁 章

☆臨床医学 助教授 伊 藤 浩

☆看護学科 教 授 服 部 ゆか り

☆保健管理センター

助教授 川

保健師 藤

村 祐一郎

尾 美登世

(学 生 課)

皆さんご入学おめで とうございます。我々、新歓

委員は右も左 もわか らないであろう新入生のために

新入生歓迎合宿 というものを用意 しています。 日程

としては、入学式の翌日からなので4月8日(土)、

9日(日)に 行います。気になる内容についてなんで

すが、まず、学内では学校見学、部活紹介、出店と

いった行事があ ります。ひとつずつ補足していきま

すと、学校見学では一年生で使う教室などを私たち

が案内します。部活紹介はその名の通 り数多 くある

部活が皆さんを勧誘 しようと趣向をこらした部の発

表をしてくれます。出店 というのは部活などに自分

のメールア ドレスを教えたりする感じですね。そこ

でたくさんの部活に書いておくと後々いいことがあ

るかもしれませんよ!?

続いて、ホテル 「ときや亭」に場所を移 します。

新入生歓迎実行委員長 谷 内 裕 輔

そこではみんなでご飯を食べたりと新入生同士の距

離がぐっと縮まること請け合いです。また、学校よ

りもさらに積極的な乱入という部活勧誘があるので

気になる部活にはどんどん顔を出しちゃって くださ

い。

ここで書いただけではどんな行事かまだつかめな

いということも多いで しょうが、新歓用ホームペー

ジもあるのでぜひ一度ごらんになって下さい。 この

新歓合宿に参加 したことがきっかけで仲のよい友達

を見つけたり、 自分にあった部活を決めたりした先

輩 も多いようです。参加して後悔 させることのない

よう我々新歓委員は入念に準備をしてきました。参

加 は必須ではあ りませんがぜひ参加 して くださ

い!。
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日頃よ り物品庫使用については整理整頓を注意

しているところですが、一向にキレイに使用 して

いる様 には見受け られません。今後、このような

状態が続 くようであれば、使用の制限を考えなけ

ればならないかもしれません。使用 している各ク

ラブは早急に関係用具を整理整頓 して ください。

なお、学生玄関ロビー及び周辺に放置 してある

物品は時期をみて撤去廃棄しますので併せて早急

に整理するように願います。

一

学生鎚体φ継続魑の提幽について

平成18年 度4刀 以降に活動を継続する学生団体

の責任者は4月 中に学生団体継続届を学生課課外

活動係に提出して下さい。継続届を提出しない団体

は活動を停IEし た と判断し廃部 とします。

なお、新規に学生団体の設立を希望する学生は

4月 中に学生団体設立届を学生課課外活動係に提

出して下さい。各届出用紙は学生課にあ ります。

一コ

葱
微生物学講鹿

助教授 吉 田 逸 朗

春 よ 、 来 い 。

この 「窓外」の窓は 「学窓」であろう。今、窓

外は雪の世界である。/i、 学窓の内側は、改革

の嵐が吹 く、風の世界 と言える。国立大学法人化

に始まった本学の一連の改革は、全国レベルで実

施された寒冷地手当ての分割支給を含む職員の給

与体系の見直しを経て、新年度である平成18年4

月か らの教員任期制への移行に至った。学内駐車

場が、その維持整備のために有料化されたの も、

また、本学職員代表を労働者代表 として選出 した

の も、ついこの前のことである。病院の経営や人

学の運営には利益が、研究には競争が、教育には

効率が求められる、学窓内の変化の風が、やけに

強 く感じられるのは私だけではなかろう。従って、

現実逃避 とまではいかな くとも、少 しだけ眼を窓

外に転 じて、束の間、夢の時間を持ちた くもなろ

うという訳である。

窓外に見える十勝連峰は、助教授に昇任 してす

ぐの十数年前、同僚だったK助 教授に誘われて美

瑛川水系源流部に入渓 したこと(カ ッコいいでし

よ)を 思い出させる。学生時代、岩盤調査のアル

バイ トで行った 口高の山奥の静内川水系で白斑の

雨鱒(註Dを 釣 って以来、綺麗な北海道の渓流魚

を釣るのは(食 べることも含めて)、機会が少ない

だけに ドキ ドキするほどの楽しみであったが、近

郊の渓流で赤斑の忍路狛(註2)が 釣れたことに、

また新たな感慨 を持った。K助 教授 とは、氏が教

授 となって他大学 に転出するまで2人 で度 々ここ

に出掛け、私はこの川を密かに 「助教授の川1と

名付けた。忍路狛だけがコロニーを形成する、彼

等の隠れ里である。後年、1人 で出掛けたこの渓

流で、親子連れのクマさんに出会った時の詳細は、

いずれまた別の機会に。

十勝連峰に連なる大雪山系の、その中腹を穿つ

東大雪 トンネルを抜け白滝を過 ぎると、湧別川水

系の3本 の川が集まる丸瀬布がある。 ここは、天

然者の雨鱒 と忍路狛、天然 と放流が混在するlll女、

そ して放流者のfir.鱒が入 り乱れて生息する水系で

ある。その湧別川の水が流れる先には、 目許のパ

ッチ リした蝶達が待つオホーックの海がある。彼

等に遇いに行かなければならない。早 く雪が融け、

水が暖 まることを願 う。ハールヨ コイ。

(註1)ア メマス。標準和名エゾイワナ。塩焼き

と骨酒が美味しい。

(註2)オ シ ョロコマ。標準和名カラフ トイワナ。

天麩羅 と骨酒が美味しい。
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